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學の初最阈我に灼一の阑な田3 
故—— る允て樹ち打を史術美的im 
ク一ソフイラの授敎杏方四木深

锷

木

梢

四
方
吉

著

~

ク
ラ
ン
ッ
ク
の
典
雅
众
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
絢
猢
た
る
、
悉
く
こ
れ) 

，芙
跆
圯
研
究
の
大
道
を
往
く
雄
作
十
數
■

を
收
め
た
る
.決
足
妒
0 I

近
刊

告

:f

な
觀
給
カ
'
と
知
識
を
糾
織
立
て
る
學
問
的
頌
腦
と
之
を
炎
現
す
る
勝
，<
た
材
能
と
は
美
. 

術
史
家
た
る
者
に
缺
く
こ
と
の
出
來
な
い
-
必
須
の
條
件
で
あ
る
。
深
木
先
生
は
こ
の
條
仲 

.を
具
備
し
得
た
稀
-1
(
1
:の
，美
術
史
家
0.1

人
に
旙
す
る
0

先
生
は
我
國
に
初
め
て
战
問
的
美 

術
史
を
導
き
入
れ
，
之
を
打
ち
樹
て
た
般
初
の
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
提
か
ら
ぬ
叫
卜
五
歲 

の
生
泥
を
こ
の
爲
に
捧
げ
た
先
生
の
努
力
の
跡
は
裳
に
備
大
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

先
生
は
愛
情
を
以
て
美
術
作
品
を
観
熱
情
を
以
て
之
を
說
き
-

又
浓
を
執
れ
ば
流
li
f
e
;、
 

則
ち
珠
玉
め
文
を
成
し
た
り
木
#

は
久
し
く
そ
の
絕
版
を
沿
ま
れ
て
ゐ
；ん「

西
泎
美
術 

史
硏
究」

X

土
ニ
卷(

岩
波
版)

ょ
り
、
硏
究
的
方
时
の
勞
作
の
み
シ
を
編
ん
で
卷
に
纏 

め
，た
も
の
で
あ
る
e

先
生
の
文
は
こ
れ
、常

.
啓
蒙
的
熱
情
を
以
て
喪
か
れ
、
總
ベ
て
所
謂 

「

击
く
し
て
新
し
き
も
の」

.

美
術
史
學
芯
留
芯
に
は
.

大
指
針
.

美
術
愛
好
^
に
は
良 

‘
き
伴
侶
た
る
を
信

じ
て
疑
は
な
い
。 

爺
翁
衿
の
_

蕖)

—九七ニC45)田三話堪 njri til wr 區芝 iijm m
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:

近

代

的it
■

の
.特

徵

と

：ず
■る
：
と.
匕
石
ば
、

.
そ
の
_

械
.忙
ギ
る
大
量
虫
產
=
に
:̂
^

.

せ
の
；と
$

は
^

ッ
は
：れ
得
る
こ
と
で
あ
苍
0
:
:ヾ

動
カ
、
';
:
.傅

導

機

、
：
^

^

の

作

用

，
に
.ょ

つ

て

1

さ
れ
务
機
械
^

 

.自 

_
然
的
動
力
か
な
# ，
的
用
途
w

fe
>̂
;

に
：便

用

，せ

ら
.る
.
公

に

'
渔

ク

た

第

十

'
八

11
±

紀

後

半

：以

後

の

「

時

期

か

ら

：；で
：あ

 

'る
o

,
こ

り

以

前^

お

い

て

は 

:

エ

藥
§

規

模

ゅ>

«

め
.て；：

狹

小「

.で
，あ
り
、
生
；產
は
大
量
的)

で
:̂

か
0

^

」

、近
代
湖
期
か
ら
弟
十
/V

世
紀
'
へ「

か
け
て
の
手
エ
制
工
場(

.マ

. 

チ
，
'
c

f

チ

j帝
#

の̂

一

大

齋

展

た

と
^

ふ

こ

と

が

豫

：る
0
'
.ア
#

^

/
ネ
.：ミ
大
_
:が
.、
：そ
の
ノ「

國
富
論」

ぃ
の
中
.で
分
業
を
論
じ
、
j

業
：の
結
果 

'と
し
^

の
：生
產
：力
.̂

昂
揚
を
指
■

じ
一
て
が
る
、が
、
一
そ
れ
は
弟
：3；
業
か
ら
举
士
制
エ
塲
へ
._
CO

發
展
を
§

し
た
結
凍
の
論
斷
で
あ
ら
ぅ
o
'

, 

,
ス
ダ
ム
•

ス
ミ
；ス
翁
：.「

國
富
•」

へ
は
、
：へ1
;七

七
-/
>

年
に
.洲
荇
さ
れ
_て
.ゐ
.
る
？

^
 

こ
の
，時
代
に
'

.

-.
V

.ベ 
V

V:-
'
-
. 

/

#象

爾

麗

に
..つ
、
い

ザ...
'

.

:

,

:

」

'
'■ 

: ..
.

•■
■

;

.

.

'
.
V
.

 

' 

1
-
V-

、
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:
1
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ン
パ 

>

科
资
源i

：

海
に
マ
い
て
し" 

'

ノ

ノ

-

-

.
 

'

二 

-
C

六1.1

ニ) 

•

‘
あ
り
、
輕H

橥
に
'お
け
る
f

は
一
八
三
o

年
代
に
完
成
さ
れ
て
ゐ
る
o'
從
◊

て
，
ス
ミ
，ス
か
分
業
的
生
痛
昂
揚
論
は
、
そ
，
^

if t
(7
> 

隙
を
带
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。 

.

. 

， 

.

イ
ギ
リ
.ス
杧
お
け
る
輕
工
業
革
命
で
：

3
R

成
は
、
ま
た
イ
ギ
ザ
ス
の
货
界
制
蒴
の
、贈
制
の
'濉
立
で
あ
»る
？
第
十
七
•
十
八
雨
世
紀
免
通 

じ
.て
、
淘
外
贸
易
の
舞
察
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
と
そ
の
，蒴
棉
を
報
つ
た
イ
ギ
リ
ス
.は
、
^

十
八
11
1*
紀
の
後
葉
に
お
い
て 

勝
利
を
確
保
し
つ
、
あ
つ
：̂
が
.

こ
れ
を
確
定
的
な
ら
.し
め
た
も
の
は
、'
ナ
ポ
レ
オ
ン
職
學
に
對
す
る
勝
利
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ\

は

.
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イ
ギ
リ
ス
の
海
上
權
を
打
倒
t

た
め
に
、

ビ
フ
ン
ス
海
軍
を
使
用
し
•
ま
た
火
陸
封
鎖
を
實
行
し
た
の
で
あ
つ
た
が
|>
い
づ
れ
も
成

功
し
て
ゐ
な
い
6

而

し

て

、
，

-
ナ
ポ
レ
，

オ
；；

の
モ
ヴ
タ
ワ
遠
征
の
失
敗
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
機
#
を
與
へ
て
、
ウ
リ
ン
，ト
ン
軍
は
、
ブ
ロ
イ

セ
>ン
の
ブ
.リ
ユ
ー
じ
$

と
と
も
，矿
、
ナ
ボ
レ
t

ン
軍
を
擊
破
し
い
し
外
に
決
定
的
打
擊
を
與
へ
■て
、

一
八
'
五
年
ウ
ィ
ー

ン
に
お
け

る
平
和
會
議
と
た
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
平
租
會
議
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
1|
(
:界
制
霸
を
確
定
し
た
。

< 

J

:

.從
つ
：て
フ
.そ
.
.の

前

後

に

'
お
\/
>
ず
、
-イ
、■#
リ
ス
に
お
い
て
は
、~
自
由
«

#
:4
-
鶉
が
、
，正
統
派
經
濟
學
箸
に
ょ
つ
で
，高
唱
さ
れV

ゐ
る
。

と
の
自
凼
貿
易
主
義
は
、
そ
の
完
全
な
姿
に
和
い
て
と
い
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
が
、

一 .

九
.三
一一

年
九
月
，の
オ
ノ
ス
タ
ワ
大
英
帝
國
經
濟
钤 

.

 

■ 

■

 

丨
 

：

議
に
：

S

た
る
ま
で
_

續
さ
れ
て
'ゐ
，る
？
と
の
こ
と
は
い
#

しV

イ
.ギ
：リ
ス
的
な
も
の
で
.，あ
.る
。.
-イ
ギ
リ
ス
は
、
X

業V

革
命
の
過
程
に
お

い
て
：
機

械

的

集

の
.
獨

填

と
f

 

ノ

邏

：

「

.
世
界
の
I

」

'

I

地
f

獲 

第

太

麗

後

葉

か

ら

：第
卡
§

名

I

.

に
か
：け
て
'
'の
：大
？

 

オ

行
I

I

が
：1

老
っ
：た
。▲
命
時
代
り
襲
し

.て
3

業

禱

す

る
f

の

獄

f

.
少
s

 

H
,

 

論
革
#

の

過

程

；に

人
0

^
の
：
は

_
>
.
坑

'+
九
他
搞
に
人
：つ
'
て

_か

ち

で

あ
-,
^

、
_
:
そ

の

過

程

^

入
.
.つ

た

後

に

ま'て
も
、

フ
ラ
ンK

の
農
業
的 

性
格
：は
、
.：.
\
_ギ
リ
：ス
.に
お
ザ
る
ほ
ど
減
退
し
て
ゐ
な
い
。
ド
イ
ツ
も
ま
た
末
期
封
建
制
'の
'中
に
'眠
.つ
：て
ゐ
.た
；の
：
.で
.あ
り
、
僅
か
に
ナ
ポ

音
i

i

-
窟

C
W
W
M
-
g
M
i
-
L
.
j
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■
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く」

:
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;
i
l
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' 

'.

「

--し
い
.

_
_
、 

n

.
: 

■

.

.
ノへ--
'
:
.
■
■ 

i 

-sshi 
.ハ.

- r
r
^
t
k
§
M
M
S
&
M
B
^
S
W
,

，

レ
オ
ン
怔
戰
の
剩
戟
.に
ユ
つ
.で

，
.
フ

一

フ

ネ.
.へ
，
ル•
ソ
ォ
、

\
i
.

シ
ブ
タ
：ン
、

ハ
'ル
.
.デ

％
へ.
.ル
：グ
，
§:
^
^

は
办
た
に
.過
ぎ
.な
い
。
：：ド
イ
ッ
が
_

業
萆
命
办
過
&

に
入
り
&

ん
.だ
の
は
、
'
.八
四
O'
年
代
.
'の
と
と
で
あ
る
o 

. 

.
、

..

.
 

■

}.

.'.... 

'
 

-
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.

.

.
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I.
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..

: 

. 

• 
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' 

•
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• 
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,
 

.•
 . 

'i  '
 
.

ゾ
か
‘ぐ
.の
ご
と
：ん
當
時
.
'の
狀
勢
に
お
い
.て
ぼ
：'
-イ
ギ
-リ
ネ

そ

近
代
的
エ
業
を
_

占
し
.
て
/ゐ
^

と
.い
つ
て
ょ
い
、
.
殊
に
、
ラ
ン
カ
シ
ア 

:

を
中
心
.と
す
.る
紡
績
業
め
.發
據
:̂

财
黄
1

3

も

益

あ

つ
.た
o
、：し
か
る
に
、
.紡

績

製

の

原

料

は

、
‘

れ
を
國
外
.の
.源
綿
に
求
め
な
片 

:
れ
ば
な
.ら
な
い
'。.
輸
入
原
棉
r-

ょ
つ
て
钜
_

さ
れ
だ
棉
絲
布
は
、.：國
内
_

耍
_

充
た
し
.：ズ
餘
_

が
あ
り
、
' 從
つ
て
'こ
权
釔
國
外
.市
場
に 

販
賢
-
^な
げ
れ
は
な
ら
な
い
。

こ
V

に
、
原
料
の
自
由
化
輸
人
と
製
沿
の
自
由
な
輸
出
が
、

主
張
さ
れ
る
。

マ
ン
チ
*
ス
ク
ア
螟
派
と 

稱
せ
ら
る
、
人
々
が
、
自
由
貿
舄
主
義
を
唱
導
し
.た
理
由
は
こ
、
に
あ
る
。
イ
ギ
リ
スg

企
圖
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
，のH

業

の

獨
tL
i

化 

<

で
あ
*
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
當
時
佌
界
r

併
ぶ
國
の
な
，い
ほ
ど
の
生
序
力
を
持
つ
て
ゐ
た
。
從
つ
て
、
そ
.の
生
帟
力
の
十
分
な
利
用
の
た
め 

に
は
、'
原
料
供
給
國
が
、
最
も
'安
價
に
そ
れ
を
供
給
し
、
こ
れ
に
妇
し
で
自
國
§

製
品
を
購
人
す
る
こ
と
で
あ
る
0
'
イ
ギ
リ
ス
自
山
留 

易
論
教-

の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

、

，
 

,

' 

\

 

. 

,

讹
界(

イ
ギ
リ
ス
本
國
外
ゎ)

を
原
料
供
歡
,M
i

と
し
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
市
場
と
t

る
こ
と
”

從
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
才
國
は「

肥
界 

.

Q
:r

場
.

」

.

.

.
'
-■
>
:
し
て
.
'
.
‘
そ
の
^

"

^

供̂
給
國
た
る
に
至
る
^

と
、

.

.

.

.

.
,

■ 

■

.
 

- 

せ
あ
つ
衣
ノ
.
こ
の
榛
式
を
斑
：

p

化
す
る
も
Pが

-
.

岧
由
質
涊
主
義
で
、あ
つ
て
、
そ
れ
'
は
、
國
際
分
黎
利
絡
論
、
即
ち
國
際
生
淹
赞
較
差
■ 

,

論
に
、
そ
の
，拔
礎
を
置
く
も
'0

で
あ
る
。
從
つ
て
、
肖
由
質
易
論
は
、
純
粹
の
理
論
と
い
ふ
ょ
り
は
、
寧

ろ一

つ
の
イ
ギ
リ
ス
的
時
務 

ダ
論
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
茭
配
に
對
す
る
經
濟
理
論
的
基
礎
づ
け
と
い
.ふ
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。 

‘

そ
れ
は
、
，
イ
ギ
リK

Q
.

世
界
資
源
，獨
占
論
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
、：
そ
の
本
國
^
に
お
い
て
掩
つ
と
こ
ろ
の
巨
大
な
生
產
カ
を
保
持 

發
展
せ
し
め
、‘
イ
ギ
リ
ス
外
七
つ
の
海
を
越
へ
て
持
つ
と
，0
ろ
の
账
«

施
設
と
質
凝
設
#

と
を
活
用
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
批
に
對
す 

‘

.

晴
料
资
源
間
題
14つ
ぃ
て 

' 

 ̂

-

:

，三
.

(

六
.ニ 

u
l
y



く、

瓰
料
资
源
印
題
に̂

い
て 

. 

'  

四

C

六
一
ー
叫
；
：

■ 

. 

 ̂

, 

■ 

■
. 

■ 

- 

. 

. 

■ 

- 

 ̂■ 

.

. 

. 

'

.
る

經

濟

的

支

配

を
{元
齋
せ
ん
が
た
め̂

難
論
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
、
イ
ギ
w

ス
も
多
大
の
犧
牲
を
拂
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ 

ス
農
業
の
衰
退
で
あ
る
。
ニ

八
•四
方
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
榖f

條
例
駿
止
法
が
制
定
せ
ら
れ 
> 

穀
物
♦輸
入
に
對
す
る
關
稅
が
駿
止
.

■

,

.

な

さ

れ

た

。
こ

の

と

と

は
’

イ
ギ
リ
ス
工
業
資
本
家
の
農
業
的
;̂

ホ
：に
鲟
す
る
勝
利
で
あ
つ
た
が
、
國
家
百
年
o'

計
か
ら
い
へ
ば
、，•犠

牲
.

.

.

.

:

.

た
る
を
免
.れ
得
*

い
。.
_
'第
ニ
次
世
界
戰
郇
と
第
！.ー
次
，.世
界
職
爭
^

を
逋
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
.
が
如
何
'に
食
|1
>

問
題
_
の
'
た
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し
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濟
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潤
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追
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す
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あ
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％
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濟
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.
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濟
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潑
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萌
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梵
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濟
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濟
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す
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濟
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感
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：九
；世

紀

中

集

'に
お
^
て
,

:

批
判
'を
受
け
て
：ゐ
-
る
。
.そ
の
：批
判
め
根
本
は
、
' 

あ
だ
か
^

マ
ル
チ
パV

*

ル
'

ッ
>,

ア
許
1
1
丨
.：マ
，法
主
を
.批
判
し
灰
の
：.に
似
て
.
'ゐ
名
o

.\

當
時
.
.の
：ィ
：ギ
リ
；ス
：ば
世
界
經
濟
界
に
‘
お
：け
る
ロ
1

マ 

:

法

春

：̂

っ
*

0

’「

湖

I
,

敎
權
が
：％
;
王
；.
^

あ
0
.
お
す
と
ぐ
、
-:
.
广
切
の
經
濟
的
補
カ
_
は
'
.
;
1
:ギ
：リ
1
ス
に
集
：0
-
さ
れ
て
办
た
:°

丽
し
て
、
こ 

.
,
,
0經
濟
的
撒
力
ば
、'

ィ

ギ

ギ

の

H

業
生
虛
カ
'
ど
^

っ
.
.の
海
^
お
^ ■

•

る
海
上
權
.並
.，に

質

易

機

權

の

.
上

に

置

か

れ
 

.

か
<-
.̂

ど
_

|

、歡

-

對

し
<

-

抵

制
_の

失

匕

放

：つ
_

?

^

を

纪

幺

，配
.權
に
问
け
f e
:

‘

だ

も

り

で

：
は
^

か
つ
：た
。
ぞ
ギ
ト
ス
'
:抵
、
右
砍
支
衝
下
£

置
如
ぅ
.
と
：し
^

米
獨
な
ど
：の
國
民
經
濟
を
防
衞
發
展
せ
し

パ
[ 

-ぐ

.
：
.

,

.
;■
■' 

.
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.
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：
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：
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.

し
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:
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，

砍
る
た
め
で
：あ

^

た 
o

:
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:

.
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-

ン
.

.

公

 

く
；
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'

,

/

,

.

-

ハ

..
,

.

.

:..

從

り

ぜ

h
 

W
セ
‘：

'
ィ
ギ
ジ
^

が
、
.
-
^
^

.杈
か
つ
^

'0
:
單
に
：&

國
_

育
成
さ
れ
'

^

^と
す
^,

產
業
1C

對
ず
為
.

^

競
#

め
制
腺
で
あ
；つ
た
-0
. 

.

ぃ

ノ
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-
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資
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^
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：
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、
；
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‘
-
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虞

-

間
■

ぃ
て;

;

'

 

.

.

.

八

：
(

六
ニo

 

'

:

し
か
.る
に
,'
->

第
.十
.九
世
紀
後
半
の
時
.代
^

お
^
.て
ば
、
樣
相
氏
變
化
す
奋
に
#

0

'て
ゐ
る
。
：ィ
ギ
リ
ス
床
、
ニ
八
；ー：ーー0

年
代
£
お
ぃ 

_

て
：
，.
.そ
；

Q

磁

.
H
;

業
革
命
を
終
了
し
そ
ゐ
♦

が
、
，後

進

諸

國
.-
'
4第
十
丸
此
紀
の
3:

为
セ
年
代
に
は
パ
こ
れ
を
終
了
し
^

ゐ
る
。.
こ

の
輕
エ 

>
業
革
命
の
歡
了
は
、
三
つ
；の
：新
し
.
.い
_

象
$:
.、
：
わ

れ

わ

れ
-
.の
：
前

、に
.展
開
せ
し
.
.奢

0 

v

 

. 

'

.

■•

'
ぐ

.

‘

.

:

へ
.
.、',
第
一
o

:識

傲

料

生

ま

'
の

問

，

..
郡

ち

原

料

供

給

地

確

倮

の

：問

題

，で

粟

、

.
：..
ぃ

：寧

、

.：

輕

エ

業_は
、
_
.單
.に
.ィ
ギ
リ
ス
ニ 
.國
の
紙

題 

:
.-/.

で
.は
な
_く
、
：數
徽
ぬ
1?
:

太
方
業
國
の
.問
題
と
.な
-
0
;た
？

：

,̂
'

.

.

.

:

,

::•■
:■
.•
. 

.

.

'
，第
：
 

'一
。

か

.
、

喜-̂-
な
輕
土
_

の
生
.淹
物
m

對
す
'る
舨
路
.
の
.間
題
で̂
.

る
.？
產
業
革
命
後
；に
.お
；け
る
.良
國
の
販
路

は

、

■

そ

の
■社
#

的
.
‘ 

.
■■

和
編
成
の
叙
'果
と
し
て
，

趙
だ
し
く
大
|で
な
い
，
こ
：と
を
常
と
す
.る
。
從
.つ
.
て
.、
:|
;

業
國
は
、
常
に
販
路
を
國
外
に
求
め
な
け
れ
ば 

.、
な

ら

な

い

.？

 

- 

: 
, 

:

.,
:

::.

:
.,,

;
「

十

'

. ..

' 

.
、
•

,

 

_ 

、

.

•

.

.

一

.

第
1
1
1
.
?輕
エ
業
革
命
は
、
必
ず
や
.
輕
'工
業
に
要
す
：る
機
械
類
め
需
要
.を
增
加
し
、
，經
縣
領
域
の
擴
大
.
は
、
：交
通
機
關
の
獷
大
を
必 

■■
'

要
と
ず
.る
？ 
‘
而
し
て
、'
第

ナ

丸

世

紀

の

一

：

1
バ
1 

一I

s

代
'
に

お

，妄
^
^
完
成
流
行
し
た
交
通
機
關
气
汽
琪
と
汽
船
.
が
ぁ
る
o .

こ
れ 

を
.
<义
通
を
迅
速
に
距
離
-̂

短

/̂

す
る
結
果
‘
を
^

來
し
た
'
が
、
同
時
に
>

'

そ
の
'1
{
|
造
に
對
し
て
は
、
10
:

大
企
業
_
を
必
耍
と
.
す
る
に
至
.

• 

:

::
:
!

つ

た

：。

そ

の

：甚

大

企

業

は

重

エ

業

で

ぁ

_

る

^

節

，エ

業

革

命

が

、
；
輕

エ

業

革

命

に

續

_
い
て
行
；

は
る
ぺ
ぎ
で
ぁ
る

9

 ̂

:

、

;

か

'.
\
.

る
三
つ

.
の

*

象
は

-

，

麻
界
に
お
け

^

1

の
様
相
を

»'
化
せ
じ

.
め

て

お

气

產

■

革
命
に
よ
づ
て

.
,'
促
進

'さ
れ
た
大
規
这
.

經
營 

は

.
：
.
ま

す

ま

す

集

中

的

祿

相

を

示

し

て

來

た

。

第

叶

七

.
、

..
八

世

紀

，を

.
通

'
じ

.
て

ー

.
行

は

ル

.
て

來

た

；植

民

地

の

獲

得

は

，，..：

一

時

北

米

合

衆

國

 

の
獨
立
な
ど
に
よ
つ
て
、

ノ

「

.

民

地

は

*
艰

實

と

同

じ

や

ぅ

に

、

*

の

成

熟

ず

る

：と

き

、

ザ

の

#■
か

ら

離

れ

落

ち

る

」

と

い

ふ

言

葉

に

よ

 

0

て

、

现

は

さ

.
れ

^

や

ぅ

'な

悲

觀

.
的

論

斷

が

下

さ

れ

、

.
植

圾

地

_

の
.
不

經

.
濟

.
性

と

と

も

に

>
 

そ
の
拋
棄
論
さ
べ
、
唱
導
さ
れ
つ
、

ぁ

つ

た

35
V

*

.
ハ
ま
や
を
の
緣
相
は
著
し
く
變
.化
し
.た
o

'

齡
く
と
i

-:
*

^

平
九
世
紙
.
の
七
十
年
代
以
後
に
お
い
て
、
植
風
地
獲
得
の
熱
猜
は
、
諸 

國
に
勃
與
し
て
%

た
,°
'ビ
.ス1、

ル
タ
'

の
楷
導
の
下
に
'
、.
'
ョ
'
丨
ロ
.

ッ
パ
の
：.ド
イ
ヴ
た
る
と
.
'と
を
目
揞
し
て
#

ん
で
來
た
ド
イ
ツ
も
、
ゥ
イ 

ル
へ
.
ル
ん
ニ
世
の
登
極
ど
老
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
：の
退
場
に
ょ
つ
て
、'
'
.植
民
地
'獲
得
の
へ
，熱
度
..を

增

し

、て

來

た

？

，
一
、
八
.
八

四

年

以

來

の

と

と 

で
あ
る
。
:

1

八」

五
.
平
：の
ゥ
ィ
1

.ン
會
議
に
.
お
：い
.
て
.
、

「

應
植
民
地
：の
分
割
搞
定
の
m

っ
た
ョ
1
ロ
ッ
パ
諸
國
に
お
；い
て
は
.、

一
八
八 

Q

年
代
に
，至
つ
て
、
新
し
い
植
民
地
分
_

時
代
.に
.
.入
'
つ
て
ゐ
.
る
。

こ
'の
時
代
に
分
割
の
對
象
と
な
つ

た
も
の
は
、
主
と
し
て
ア
フ
リ
カ 

大
陸
と
南
洋
諸
島
セ
あ
つ
た
。
ズ
1

パ
”

c

ョ
、
'
ロ
へ
て
ハ
的
馨
民
地
の
.
領

域

的

發

展

：

■一
 

凡
0

六
年〕

_
.に
ょ
れ
成
、
當
時
に
お
け
る
ョ
1
 

ロ
'

ッ
パ
.
列
强
1
の
配
界
.
に
.奪

.
て
ゐ
：だ
と
こ
ろ
(0

植
民
領
域
の
.百
分
比
.は

.

次
の
ご
と
:-
<

'

ル
あ
る
？

て

,

•

.

.

I

l

l
、' 

::

領

.

.■

域
：
：

,

泡
.

#
 

■諸

偽

T;
-

,

ジ

.
ァ

.

V
 

- 

•

■

:

.

オ
I .

ス
ト
ラ
リr

:

1
:
<七
、
六
年 

.
1

〇
•:

八
'
%

,

:/
/
,六
•
八
■%

.;

五
.一

五
^

■
5
.

0

*

0

.

%

.

一
九
〇
〇
邓 

.
九
o

•

四
^

:

#

i

 

五
六.
•六
^

一
 

0
.0
6
%
.
,

.

,

.

w;.
.诚

C

 

+〕

.七
'九
.•
.
六̂
,

•
 

- 

I 

I 

' 

..

-.

'
■H
+〕

四
.
ニ
 

•

(

十)

五
•
：
？

.
,
ア

'
.
.
1

 

メ
.
：へ
リ
.
ガ

■
■.

. 
ニ
.
'七

二

'
七

。-

■

'

:

ノ(

-
')

.

'
〇

*.

三
.
^

.'
:
..

'
 

•
 

'
 

i' 

;.
 

.

-

、

 

■
 I 

'

:

と
の
表
に
.ょ
れ
ば
、
：第
十
九
傭
_

ね
第
四
四
柴
期
に
あ
る
植
民
地
叹
分
割
ゆ
、'.南
洋
並
に
ア
フ
9

力
.
.に
お
い
て
行
は■

れ

た

,°
こ

の
こ 

.ビ
は
、；
世
界
に
お
け
る
来
静
の：

領
域
に
‘お
い
■て
_

れ
た
こ
と
を
示
し
セ
ゐ
る
o
.
即
ち
、
.
V世
#:
;

に
；お

け

る

養

.一

應
そ
の 

藤
^

に
達
し
^

も
の
と
'い4

:

べ
き
.で
，あ

ら

.ぅ
:0

レ
.

か

し
.务

が
.ら
:-
-
'
'こ
の
'
こ

と

は

植

民

规

分

朝

^

絕
對
的
：終
焉
を
示
す
も
：.の
.へ
で
は
な
.：い
‘。 

べ̂

、
る
未
:-
0

,0
:

紙
域
が
>

1̂
#

ゼ
：存
在
し
：_
¥
か
.
.な
い
.ご
と
.：を
录
す
に
％
ま
.つ
.て
馱
る
。：.そ
れ
ft
、

W

分
.割
.の)

不
.可
.能
矣
示
す
.％
の
で
.は

*

!I



威
料
資
源i

:

題
，に
つ
い
て
.

i 

• 

，

，
 

ノ 

, 

f

o

c>v
;
.三
〇
v

v
 

:
 

な
い
。
，
ま
た
そ
の
，後
の
事
象
は
、
そ
の
可
能
を
示
じ
て
ゐ
る
。
か
く
の
ご
と
き
植
民
地
の
分
割
に
お
い
て
'も
、
ィ
ギ
リ
.：ス
±-
, 

一
 
■
八
六 

-

〇—
八
〇
年
の
*
時
期
ぬ
お
い
て
、
.
最
大
の
膨
脹
を
行
ひ
、

フ
ラ
ン
ス
と
ド
ィ
ツ
と^

1
:

第
十
九
•世
紀
の
'
最
後
の
一
一
十
¥

_

に
：、
そ
の
植 

_
民
摊
的
擴
大
を
行
_つ
^

ゐ
る
：。'
.
&
:の
と
'
.と
：ば

ビ

:

■

:

植
民
地
_

得
運
動
め
*

隆
は
'

前
記
：の
^

ぅ
.
な
三
：つ
.
；崎
理
电
校
太
o

v

み 

名

時

羽
 

I

.

て
、.；
著
，

■

つ

 

,

:
,
.
ノ
 

へ
：へ

第

；；
妨

：

.

.第

士

ハ

ド

第

十

七
#

紀
ゴ
夺
の
時
期
に
.
兔
い
：て
.
は
.新
大
陸
.务 

て
の
，ョ
I
 

ロ
ッ
。ハ.
へ
の
輸
. 

〔

■.
パ
',
.
'
久
餘
由
雙
沒
目
的
と
し
_
で
-̂

る

タ

；
於

ル

：
，ト

ガ

(

ル
；
；̂

キ
 

ロ

ー

マ
'.法 

:

:

王v

レ

次

；

サ
：：

ズ

ダ
'2
.ハ
;#

に

ょ

：
つ

セ

く

-'
'

ぃ
|

1

.

.次

裳

分
_

1

 

,

.

.

.

.

'

第

ニ

期.
-

第

十
7\

世

紀

。.
_

期

，
の
：
傾

向

を

^

け
繼
ぎ
：つ
：ぢ
植
戾
地
土
產
蹲
獨
占
を
潘
成
し
ょ
ぅ
.
と
.
す
.る
試
み
が 

て
ゐ
る
。

.

:

-

そ「

の
：
^

め
の
；
植

民

.地

ゆ

設

^

で

洚

る

-'
:0

と
^

次

特

許

會!!
:
'

(

.た

と

へ 

‘
 

一
 

'

ば
諸
隊
の
束
印
度
會
灿
ワ
ハ
に
ょ
づ
七
行
ぼ
れ
て
ゐ
么
ゃ
^

度
が
意
味
^

お
け
る
植
民
.
地
.の
政
治
的
隸
屬
：が
始
ま
つ
て
ゐ
る
？
植
民
.

■
:

,
地
廳
得
戰
#

1

:

^代
初
期
か
-1
0

行
は
れ
，て
.
ゐ
，..る
亦
、
'
'&

第
三
期
.
>
_第
:-
.

+

九
世
1

1

半
0

;

.

_十
7\

世
紀
に
：お
け
：る
.植
民
地
分
_

戰

爭

に

：耠.い
汽
勝
利
を
占
め
た
も
の
は
、
ィ
ギ
リ
：ス
：で
あ
る
°-..

-

,

-

.

. 

- 
., 

.
ン

•

，
- 
.
 

•
 
'
 

•
•
•
;
•
-
•
• 

: 

.

.

.

.

. 

-
 

. 

. 

• 

. 

■ 

•. 

' 

•
 

.

.

. 

• 

•
.
、

し
へ
.
'
:兢
维
者
で
系
々
フ
>:
9

ン
.ス.
は
國
内
.に
，お
；け

る

大

革

命

の

#'

發
2
^

 ̂

一
 

世

の
.ョ
”

ロ
ッ
.
パ
桩

戰

べ 

の

た

め

化’
そ

の
.對

外
.，植

民

地

活

動

ガ

を

喪

失

し

.た
:.
0

オ
,

ン

ダ

氣

、

本

國

，の

狹

小

薄

调

の

：
た

.め

從

來'.
0
»:

届

地
^

保

待
.1
.
て

ゐ
.

'
 

，る
ち
過

ぎ

な

い

：。
ネ

ギ

リ

ネ

は

、
第

十

;\
:世
紀
後
乎
に
.：お
，
い
^
.
;
北

米

の

植

代

侧

茫

喪

 

そ
の
：反
翁
.は
、
反
つ
て 

_
-,
''
_植
民
0

楓
持
：に

囊

0:
.て
'ゐ
る
。
2:
(

の
時
代
ー
に
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，へ̂
 

X

7
の
-^

艦
競
«

に
對
ル
て
、
%

瞒
鞭
感
;̂

だ
_の
.は
‘

；：イ
界
リ
ス
'
で
^

る
o
.
從
來
ニ：

國
―

準
の
海
軍
勢
力
を
獻
.し
て
ソ
七
つ
の
，
 

.
泡
に
i
::
t

た
.が

る

植

民

前

屬

領
$:
'

支

配

丄

て

來

た

/ :
キ
リ
ス
ど
し
て

は
.,
,そ
ヒ
に
大
き
な
脅
威
が
あ
っ
た
。：^ -
れわれ

.
の.
前
途
は
洋
よ
に 

鳴
4

と
い
^

と
■

:

^

れ
は
ィ
.ギ
リ
ス
^

對
す
る
挑
戦
；で
あ

.0

た

。
ま
.た
、ド
.不
.ツ
(7
)
:東
南
方
政
策
.は
、

ョ
ー
ロ
タ
^

の
.
植

民

地

的

領

域
 

セ
.あ)

る
'バ
ル
ヵ
ン
を
賞
通
じ
冗
,

■
'
ト
ル
ーn

.

の
心
^
^
を
通
過
^

る
鐵
道
を
棵
雜
と
し
た
。
.
漱
治
經
濟
的
'に
：
幾
多
の
複
歌
な
關
银
を
持

V

, 

I

-
■.

. 
■ 

^

- 

^
.

•. 

■ 

• -■ 
.- - 
- 

-

:

ト
.

^

ソ
：.ボ立
^

力

ら
..み

れ

ば

.
：
‘
：
摩

に

 

世
：
界

最

大

，

.
な
イ
ギ
リ
ス
：.經

濟

：
に

通
.ひ
.
.つ
.
か
^

と
し
て
■
ゐ
る
し
-
そ
の 

一■
部
で
は. 

こ
.れ
^

拔

い

；た

狀.雜

で

ゲ

る0
.

も

し

、.
世

具
(0
.

經
^

關

係
.が
、

^

 

そ

れ̂

、，K

ィ
ツ經
濟 

；

に

土

っ

て

、
：

”
自

殺̂

宜

：言

を

興.へ
.
.る
と
.
同

様

と

考

：
へ

た

で

乾

：ぅ

o

'

i

本
 

瀕

す

る

に

つ
た
敗
添
^

,

r
に
こ
'̂:

に
存
ず
：
る

0

、
し
如
.し
，：な
於
ら
、
戴
..獨
は
、.

爾
國
|間の
： -

賢
追
狀
騰
を
綾
稍
し
よ
'务
と
す
る
や
ぅ
な
政
策
を
採

、'-.
'•• 

... 

. 

... 

.
 . VV-.. 
. 

, 

\  

-
•?
•
 
■

 

■
 
>
 . 

-I
 

.,
'...

 

‘ .

 

. 

•

じ

セ

、
ゐ1る
o
,
:そ
s

 

'例
を
擧
げ
§

、
_1

.

九
'

ニ
1
1
:年
八
月
\

英
獨
：間 

.
'ン
ゴ
;̂

、
电
ザ
.

.
i
v

ビ
，■.ダ
'.
'

.

サ
，ゾ
：
.*
':

ト

ー

メ

ノ

，
プ

，リ

ン

シ

プ

'
3
_の
.
ば
ィ
ッ
に
對
す
^

割
讓
_.の 

'
.一：九
二
四
年
に
は
柄 

.
'じ
‘
隊
&

間
_

■%
-

•

ド
{

ヶ
の
企
圖
す
る
パ
グ
-/
?

ド
.

^

^

の
：建
.說
並
：.に
.、
'メソ：：
ポ
ク
ミ
ア
開
發
に

1

る
協
議
が
成
立
し
た
の
で
あ 

0-

於
妙
、
.
_
.火
點
は
ノ
政
治
問
掘
か
ら
&

わ
ズ
、
^

丸

^̂ 

'
へ

:

..

'
_多

X

亦
世
界
：戰
淨
：は
，
^ ，
に
英
獨
：の
經
濟
妳
裨
裝
の
み
に
よ
つ
て
@

つ
た
と
.い
ふ
と
と
は
出
來
な
い
で
，あ
ら
ぅ.

0

-.
そ
び
耍
因
と
し
て 

、は
、
.
‘

4

K

M^;
i

K

Xス
：と
.の
'
敵
對
感
情
が
I

ヴ
、.
ド
ィ
ツ
、
オ
.丨
ス
ト
^
'、ア
、
：.
ハ
：ン
ガ
.リ

ー

と

：
ロ
.
.シ
T

と
'の
.間
に
■お
け
る
パ
ル

ヵ

ン'
 

■
諸
氓
を
_

る
_政
治
經
评
的
抗
箏
が
あ
り
、.
,'
:
:
.シ
.ア
と
し
_て
は
\*
.'
'
ド
ィ
：ツ
.
9
^

 ̂

ス
ホ
ラ
ス
海
峽， 

と
が
.
>
;
_ド
.ィ
ッ
の
；勢
：ヵ
下
に
發
が
れ
名
ヴ
に
對
し
て
、
_決
し
<

好
寶
'を

持

ヴ

；こ
.と
亦
出
來
な
か
：つ
た
ぼ
が
り
で
な
乂
、
反
.

り
..

て
.
、

.
そ

の 

衡
_ス
、
ラ.ヴ
ィ
：ズ
，.ム
.
の
'た
め
匕
は
、ノ
致
澈
收
損
害
で
.あ
.る
と
考
へ
た
で
あ
ら
.ぅ

.°
:
.
_
.
-/
;

.
■

:
 

'

:

.

;

.'  

パ \  

-

 

..

.
 ■'  
'

'

 

:、

'
■ 

.

 

,
 I

 

-

い-
へ.'-.
■
 

'

.

 :

 

-:
 

.

 

.  

'
 

■.

.
-
-
-

.
 

-

.

€

れ
ら
6

諸

要

：因

を

評

莫
‘
の
.中
^

人
.れ
ー
れ̂

赴
.̂

な

い

こ

と.ゆ

い

丄

凌

で(̂
な

い

如
,'
'
.
そ

れ

を

計

算

し
.て
\%

，
な

ほ

部1
'次
1{
>

#

戰 

:せ

は

マ'-
'V

ギ

ゾ

ス

ど

ャ

ル

ッ
.̂-

經
濟
的
爭
翦
戰
セ
あ
：る
と
み
る
£:
,
.ど
が
出
來
る
。
：
そ
<7

)
經 

原
料
並
：に
く 

'食
！！
k

源
.地
‘の
，獲
得
、H

「

業
坐
南
品
が
販
路
、： ..

餘4

資
本
：の
投
：資
.の
猶
問
_

で
あ
；つ
た
と
ぃ
ぶ
.ご
と
が
况
來
る
セ
あ
ら
ぅ
。
當
時
の
/i
»
 

.
界
資
源
.は
、
散
ぼ
、近
代
膨
民
能
動
の
：，色
'#

を
#'
:^

の
世
界
分
割
に
よ
.0_

て

•

そ

の

'所

有

が

决

定 

'さ
れ
.て
^:
;

ま

ド

.ィ

.ッ
の
ご
g

衡
進
資
本
主
義
阈
於
あ：

り
ズ
急
速
な
發
展
を
滅
過
し
炎
も
、の)

は
ク
僅
か
に
.殘
：耷
れ
：て
ポ
允
ブ
シ
リ
ヵ 

.

.大
锋
の
.
.未
開
W

域
^

允
洋
洲
.の
.小
^

部
f

r1
?

領
チ
.る
よ
一
り
外〗

^

 

0
:た
ぉ
\
で
.あ
.る
。
、
し
_か
.も
、
か
、
る
殘
肴
_

‘顏
域
が
¥

 

'
.經
濟
的
賢
値
_

ぉ
：.ぃ
_て
、：：.贫
;̂

察
が
な
ぃ
。、
第
1

_

’

^
^
^

-

:
£
料
翁

||
!
1
时につ：ぃてへ

.

.
 

—  

» 

•  

. 

-  

一k
 

(

六 
S

〕



V
, 

- 

^
 

■へ
：.

f
'
' 

、

■'
:

.

,

,

.

'

;

.

'

.

v
'
u

ハ
：

：
：

c 六.一

i:

六〕

.

.

.

. 

- 

-

、

. 

‘ 

.

,

—
_

-

 

■

•
 

■ 

■ 
■

 
•.
 

• 

' 

. 

•

ざ
れ
：

H

ゐ
た
が
、
一
そ
..作
ほ
、.

ド
.
.イ
ツ
が
、
.：か
、
；.着

格

の
.
.橄
民
地
だ
け
5:
.
:
持
つ
た
不
幸
に
歸
す
ベ
き
.
で
が
.つ
そ
、.
植
思
地
そ
の
も
の
、 

#

値

と

：
一
般
的
に
■

す
1

1

.

得

鳴

：でI

•
の
土
か
ら
.イ
l

#
';
y

-

K打
倒
を
目
指
し
て
、.
第

一
,

次
'世
.界
戰
爭：

に
突
人
し
た
の
で
.あ
.つ
た
。
そ
れ
は
、
武
力
に
よ

.

.る
植
民
地
並
に
資
源
の

.

.

;

.

.

.

/

,

:■
。

. 

.
 

.

.

.

.
:

ン

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
f 

. 

.

■-
. 

V
 

.

洱
分
割
ハ
の
_要
求
で
あ
0
.た
/0

イ
ギ
リ
ス
は
、
旣
に
述
.ベ
た
や
ぅ
に
*
.植
民
地
戰
爭
に
：よ
つ
.て
、
：次
に
自
⑴
貿
易
に
よ
ろ
て
、
.こ
れ
を
獨

い-

.

,
-

.

.

'
 

ン
:
•

: 

.ニ
-
’ 

.

.

.
へ
-

:

.

.

'

 

.

占
し
た
が
、
他
國
の
'自
由
通
f

も
'つ
て
す
.る

競

案

よ
.づ
；て

き

半
以
.後
に
お
い
.て
’は
、
：.
既
に
.:
義

乾

地

並

：に
.資
源
地
に
對
す
.

；

る
.資
本
：の
.
投
下
に
.よ
つ
て
.
、そ
む
は
深
く
1
.
.國
0

政
治
的
權
カ
と
結
合
す 

■
ろ
^

至

づ

.て

な

る

か

ら

で

.あ
る
。
そ
と
.
に
は
、
最
早
平
和
的
變
觅
の
：手
段
ば
^

く
、
：
.
.
た
々
武
カ
的
解
決
-の
'
み

が

，殘

さ

れ

た

も

の

.
と
考
へ

ら

れ

る

に

至

つ

'
た

 

o
'
,
:
'/
'
. 

' 

:
て
'
_
:ノ
.
：'

.

..

.

.

:

:ン

'
:
、

 

.

.

 

;

, -
:.
:

,. 

五

'
.
；

'
' 

-

っ
’
 

..

.

'

:

:

へ

'

,

-

 

'

、
第
一
：次
世
界
戰
淨
は
、
五
苹
.の
‘
久
し
き
に
.百1.
つ
：て
、
鬪
は
れ
た
。

へ.戰
M

拟
ド
イ
ツ
.側
め
優
勢
に
始
終
-
>
.た
が
、
ド
イ
ツ
の
國
内
崩
壊
，

!

、.
へ、

,:
'

，

.

,.
,

''
.戰
敗
國
と
し
.て
へ
の.：ド
イ
^

は
ハ
戰
前
ド
イ
ツ
^

目
的
と
し
た
と
と
ろ
を
實
現
し
得
な
か
つ
た
ば
か
り
で
は
な
い
^
戰
带
の
責
任
苕
と

い

ふ

名

闫

の

，
下

に

、
、

.現K

持
て
^

も
め
を
毛
奪
は
れ
た
。
領
土 
•武
器
•
交
通
機
關
•
資
源
•
賠
償
会
が
、
' 

こ
れ
で
'あ

る

'ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

.
_ 

- 

■ 

■ -
 

•
-
. 

へ
.
- 

.
、

-
« 

• 

• 

_
> 

• 

•

の
.平
.和
會
議
ほ
、…

勝
利
國
と
しy

め
聯
合
國
の
#

曝
で
.ぁ
り

•

戰
敗
國
，ド
イ
ツ
•は
、；

媾
和
條
約
を
命
令
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
。
こ

の
苛

酷
な
條
件
が
、‘
平
和
克
復
後
、
.
.第
ニ
次
世
#

戰
,

に
ぜ
た
.る
ま
で
わ
ー
い
0
:い
ろ
の
不
宰
を
坐
ん
だ
も
の
で
あ
る
。.，英
佛
米
は
、
：.そ
.の

. 

■ 

* 

;
• 

. 

* 

■ 

• 

• 

• 

. 

.

.

. 

-

.

平
和
提
唱
，の
と
き
の
：態
度
に
枸
ら
ず
、.
平
和
の
命
令
に
お
い
么
は
.々

服
に
は
■服
を
、
齒
把
は
齒
^

し
と
い
.ふ
應
報
由
義
以
上
の
も
の
を
- 

.
ド

ィ

ケ

忆

賦

髁

し

，た

$
'
'
-
ノ

 

'

.'
V
.
-

. 

,

v:

.

.
 

.

.
■
.

'

」

領

土

的̂

は
、'
本
掘
地
域
に
お
れ
て〜

人
：ロ
六
百
數
十
寓
を
苞
含
す
る
地
域
.
を
'
喪
び
、
そ
の
中
.に
ば
、
览
is 

み
、
ま
た
は
デ
.
.ロ
ィ
:̂

ン.
を
雨
分
す
冬
が
.
ご
と
き
地
域
で
あ
つ
.

て
*

代
々
ツ
：に
對
し
:1
:

、
重
大
.な
損
失
.
で
.あ
.
る
。
そ
の
外
ブ
フ
リ
力
、

..

-
V
 •
-
 

.•
 

V
. 

■
 .
 

...
 

•
 -
 

-
 
i
 
'
 .
 

■
 
■
 •
 
*

k

ジ
ア
”

大
洋
洲
に
涉
つ
.
弋
、
.
持
つ
.
て

ゐ

た

植

浪

地

，は

、

'

全
部
聯
合
厕
侧
^

引
渡
ざ
れ
.た
。..

E

g

.

r

d
二
七
''
,

八
1.
ー0
平
方
哩
人
ロ

.
,

v

.

/

:

:、

い
：
.

.-
 

•
 t
-
 •
 ■
 
■
 •
 •
 

'
 

•

:

'  :
 
•
 .
 

•
 

v>
 
V
 

.... 

•
 

/

.
/し

か

る

：
.に
^

^

イ
ツ」

：
の

經

濟

は-:
;瓦

ヶ

年

：に
：嚴

名
_

執
に
お
い
^

、
破
壤
.は
.せ
ら
机
た
も
の
、
ま
.た
再
編
成
の
铎
運
：を
持
々
♦

の
.で 

あ
：つ
■.た
。
第

1
:

の
.嫌

件

；攸

ノ

戰
-̂

に
±.
-

^
經
濟
經
營
.の
集
中
で
あ
る
：0

こ
.
.

5.

過
程
は
、
、.革
命
.
イX

フ
.
レ
1

シ
?

ノ
、
ん
ロ
理
化
を
逋
-1

'
:
て 

'
促
進
各
れ
で
.ゐ
；る

;-
0

從

づ

て

、
へ
ド
.ぷ

ツ

，
打

經

「

濟

の
.慷

全

，な

發

達

を

所

期

^

る
.た
.办
に
.は
い
：.そ( 0

:

_

濟
的
條
件
を
哄
寶
す
る
.
.こ
と
が
あ
0 

;

て
は
な
I

I

讀

る

_

'

s

n

f
條
f

l

る

置
い
た
政
'
策

を

採

つ

：
た

も

：
の
，は

、

社

會

民

主

黧

の

政

府

で

：
あ

.
つ
.
た
が
、
ニ
，
般
に
は
、
ど
れ
 

協
調
的 

:

行
働
は
、.
'か
、
^

怠

業

的

：態

度

た

ょ

つ

.
て

、

阻i*
,

ざ

れ
.
て
.̂

る
。
：
第1
1

^

は

パ

ド

衩

ツ..經
：濟

げ

完

峑

な

破

瓌

は

*

ョ

ー

p

へ
ッ
パ
に
お
け 

、る
歎
力
均
衡
上
採
_

ヤ
.，
べ

き

政

策
.：
で.な
，
パ

ゼ

す

多

の

が

、
；
ィ
，ギ

.

.
”

ズ
'

の

政

策

で

^
!)
:
'
パ

來
 

そ
の
遊
資
の
：.融
通
市
場
を
V
.

•
 

:  .

'

:

 

-
V 

.
 

- 

.ノ
 
■
 

-
 

.
 

,
 
■
 -
 

•
 

• 

- 

' 

.
 

•
.

こ 
>

に

求

め

て

：
ゐ

名

。

こ

'
れ
^

の

德

件

は

甙

ィ

ツ
.
.の
'戰
後
に
お
け
る
恢
復
の
.；1
'
端
を
助
け
た
要
素
と
い
ふ
ご
と
が
出
來
る
：で
あ
ら
ぅ
. °

.

.:

圓 

( 

• 
- 
• 
• 

: 

• 

* 

.
-
 

.... 

'  

-- 

.
.

.

丨
.
ヴ
ル
、サ
イ
.
.ユ
媾
和
條
約
は
ぺ
重
大
な
政
：治
問
輝
で
^

み
：
と

同

時

に

經

脾

問

題

'
で
:̂

つ
.
た
o

:

從
o

て
•
-
締
結
當
時
か
ら
-

.

こ
め
改
訂
問
. 

.
題

が

賴

：つ
.
て
.
.ゐ
も
^

裸

に

：ド

V
.

ツ
<^

:

支
狒
ふ
'
べ
.
->
>-
'

賠
償
_金
'
は
.
千
ゴ
^

ク
'̂

及

ん)

で

ゐ

：る>

ま

づ
'
 

匕
.
の
點
が
ド
ィ
％

’ ■ 

- .
 
.

:.\ 

で
, 

' 

-

-
' 

-

.
，

■

ニ
..
 

: 

.
 

,
 

:

-.
、
- 

.

:

.
0
に
及
£

す
影
®

じ
-c
-
.論
議
；せ
..ら
れ
.
.た
.？
ド
ゥ
.
.ス
：案
:'

ャ
ン
^

案
な
る
.
も

VO.

は
.
、
，賠
償
支
拂
の
方
法
に
關
す
る
も
：の
で
あ
つ
た■

.
 

..

.
 

■

 •
 •
 

-
 .
 

.•
 

-
 

..

..
 

.
 

-

.
が
、
ニ
.
，九
コ
：.：三
:¥

に
至
.つ
<

,

.'
?:
4

;は
解
決
し
文

意
味
ず
'
る
も
の
.セ
.ば
.な
か
つ
.が
.？
問
題
は
あ
砍
深
き
也
有
し
で
^
^
 ̂

、：
 

>

■.
.
.
'■
'

■

:
.
‘ 

，

■
 

,
 •
 

-•
>■-•. 
•
 •
 •
 

■■
 •
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-

f
 -
 
•
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r
 ■
 •
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'
 

.
 

•
 
'
 

-
 

-
 

<

• 

,

肢
料
资
源

!«
)

題
に
つ
い
て 

/
■::..

.1
,

七

.
0

六
三
：丨V

ぐ



■
.

■'
:

膦
轧
資
m

€

.組
に
々
い
て
：」

.

v

'v'
:
' 

-

:

 

l

A

0

六
三
0
 

そ
れ
ば
.
、
$■

ヶ
年
の.

戰

箏

成

ょ

つ

セ

.、

世

與

經

^

の 

世
界
政
治

.

•

 

'
. 

.

.
'.

吃.
-

-

,
-
.

.

-
'
-
.

.
'

 

.

.

.

-1

 

'

 

■  ■

 

•

 

.

ノ
に
：お

い\て
、'
覇
横
を
掌
握
し
た
の
，み
で
は
な
'い
°:

推
界
戰
爭
の
：直
接
の
-結
垠
が
、
こ
、
に
作
用
し
セ
ゐ
を
.0. 

.

.:
-
-

(

世
界
太
戰
.の
五
.
欠
年
に
I

る
.軍
事
的
歡
濟
編
成
は
、'
そ
.の
規
模
の
廣
大
と
長
期
.間
と
の
紙
果
、
.
獨
占
資
本
主
義
に
：お
け
.る
傾
向
.
I
拍 

:

単
を
懸
け
た
'

特

に一
國
經
濟
が
：戰
時
^:

要
：の
た
；̂
に
編
改
せ
ら
れ
：る
と
^

に
ょ
つ
て
、
，軍
需
產
業
に
お
け
'る
企
業
の
.集

中

•
資
本
の 

獨
说
.は
異
常
な
も
_の
が
あ
つ
た
。
が
く
の
へ
ご
と
き
ひ
戰
時
に
‘お
け
名
腧
问
的
變
改
だ
け
で
も
、
ぞ

れ
^

P

時
の
狀
態
に
復
歸
せ
し
め
る 

こ

と
£

困

難
ヤ
：
あ.る
。
：.而
し
セ
、.，
こ

の

戰

時

的

編

成

が

.、’
1單
名
エ
業
の
規
模
'に
お
.い
.て
.
の
み
で
.
.
'は

な

く

、
原

料

，
資 

に

至

：る

ま

で
.
'に
及
ん
.で
ゐ
る
こ
と
^

ょ
0
,て
、
：
こ
れ
ば
資
本
主
義
の
ょ
.り
高
い
.段
階
に
經
濟
生
活
を
押
し
進
め
る
こ
と
は
、'

確
實
で
あ 

_
つ
た
"
.
そ
し
*1
:

、
名
れ
は
資
本
主
義
に
内
在
.す
る
矛
盾
を
、
--
:

層
激
發
.せ
し
め
汐
こ
.
と
.と
な
づ
た
。

，:■
;

■;

'
.，■
'
佌
界
戰
荦
”

結
银
と
し
て
、

.世
界
.的
に
顯
蕃
な
變
化
が
、
1次
へ
の
や
ぅ
に
起
づ
て
：ゐ
る
。

:

.

-■

一，.
>
中
歐
諸
國
の
.政

治

讷

崩

瓌

。

ド

ィ

ッ

♦
.
オ

ー

ス

ト
リ
，ア
王

國

。ト
ル.

コ
の
政
治
的
崩
壊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
國
は
、-

各

々
そ
の 

' 

.
'
領

土

をr

こ
の
.戰

爭

の

た

め

に

失

ひ

ハ

ま

：た

は
自

！
：

領
■に
新
ら
し
い
國
家
の
成
立
を
見
て
ゐ
る
°.
_そ
の
結
果
と
-し
て
.

そ
れ
ぞ
れ
、
 

そ
.の
經
濟
的
勢
力
を
失
つ
て
ゐ
る
。

.'
'

;

.

ン
.
'
'

'

>

' .
.

.

ソ
-二
、

ロ.
シ
T

典

康

革

命
.0

ロ
シ
ア
■に
は
大
戰
末
に
.革
命
が
.勃
發
丨
し
た
,0

一
九
：

一

七
苹
ニ
月
に
お
'
け
.
る
ヶ
レ
ン
ス
今
丨
政
府
.の
，成
立
か 

.

ン
ら
.
、
.
同
年
十
.月U

お
け
る
レ
ー

1

ヘ
ン
の
.ソ
ウ
ン
ェ
1

ト
政
，府
の
成
立
.
に
.
至
つ
そ
，.ゐ
る
？
こ
の
レ
ー 

一r
\

政
猶
は
、
幾
多
の
杓
亂
並
に

■

.

.•.

 

-

I
 

.

 

•

.
 

.

.

.

外
的
干
渉
が
I

た
に
も
I

ず
、
革

命

的

置

者
I

の
.

I

と
し
ず
の
_

形
態
を
形
成
し
、
.
.

1

 

.
■
ご
.
の
；と
と
に
ょ
り
で
、く
世
界
陸
地
の
六
汾
の
.

1
->
11
|
:界
人
|-
!

の
.十〔

分
の
一
と
が
、
資
本
主
義
の
世
界
か
ら
消
，失
じ
た
'

.

■ 

'
三
、
,
植
民
地
.
.お
よ
び
半
植
民
地
國
に
お
け
を
產
業
の
發
展
U

世
界
戰
爭
中
3

丨
ロ
ッ
パ
_

阈
並
に
高
度
ェ
業
國
は
、
..軍
需
品
の
虫

.

.
:
.
:
に
多
it
-
セ
あ
つ
て
.
' 
そ
.の
：平
和
！4
業
品
め
.贩
路
で
办
る
橄
扰
地
汜
た
は
半
橄
民
地
に
對
し
て
、
商
ぱ
|
.說
供
給
す
_る
こ
'と
.が
_「

難
ザ 

:

.
:あ
つ
た
マ
そ
.の
結
梁
と
し
て
、
第

一

に
、
植
我
地
ま
た
は
_

植
民
她
.に
お
い
て
、
輕
_エ
業
の
發
展
'の
條
件
を
與
へ
、
そ
の
民
族
資 

■

本
の
勃
興
に
.寄
與
し
た
。
.
第
.

a

に
.

交
戰
國
以
.外
の
エ
業
國
ば
、
か
つ
.て
.先
進
エ
業
國(

世
界
大
戰
に
お
け
る
交
戰
國
}
‘の

販

路

と
.

■
.

じ
て
，の
植
民
地
ま
糸
は
华
植
民
地
に
'、：
そ
の
.土
：業
张
產
物
5:
'

供
給
す
る
.こ
と
_
に
ょ
つ
て
、
販
路
の
擴
大
*を
計
り
.、
ま
^
は
從
來
の

.

投
資
範
圍
を
"顿
大
し
た
"
.：
こ

れ

：が

後

啐
'

”#.
:

拷
地
圭
た
は
半
植
民
'地
.
の
+問
題
と
し
.て
、
植
民
地
自
體
に
お
い
'て
は
、
>:
'
民
族
運
動
と
.

.

•

 

■ 

• 

■ 

■ 

■ 

■ 

.

.

.

'

し
そ
羅
開
し
.
';

先
進
資
本
ホ
：義
國
の
問
題
と
し
て
は
、.
植
民
.地
並
に
半
植
民
鴻
問
題
.の
_

盤
ま
た
は
分
割
の
_

象
と
し
.
て
：
現

は

'れ

■■
た 6

-

る

あ

る
-0
'

V
.

.
へ
‘

:/
-
.八
.
■•_ 

.

■■
:
- 

■
,
'
 

- 

' 

' - 

.

. 

■'

. 

I 

. 

■

/
-

.

’
：
四

、
.
ァ
メ
W

力
合
衆
國「•

：=

本
の
經
.濟
的
勃
興
？
ァ
メ
リ
ヵ
舍
衆
國
は
、
そ
の
始
めg

爭
に
參
加
し
な
か
つ
だ
が
、g

需
品
の
供
給
に 

.

.

.

:

ょ
'つ
て
、
大
き
な
刹
益
を
獲
得
し
た
。

こ
の
.利
益
：を
擁
護
す
'る
た
め
に
：、
遂
に
大
戰
末
期
に
戰
爭
に
參
加
し
た
め
.で
あ
る
が
、
ァ
.

■
V. 

メ
リ
力
は 
>
.こ
の
_戰
爭
を
通
匕
て
、
、從
來
の
債
.務
國
_か
.ら
債
權
國
：へ
.
7
農
業
_

,

ら
'エ
業
國
.へ
進
展
し
た
。'
加
之
.，
'
ァ
メ
.リ
.ヵ

合

'

,

.

衆
國
.の
.
獲
得
し
た
.利
益
は
、
.
-[
!
!
:
.界
金
融
市
場
.の
中
心
と
し
_て
ロ
.シ
ド
ン
を
、
r

ュ
々
：•
H
r-
-

ク
に
移
し
た
ぼ
ど
で
あ
つ
た
。
か
く
て
、

.

«
 

- 

, .
 

* 

•
 

-
 

-

拿

國

は

，
观
界
外
交
お
ょ
.び
經
濟
に
お
.け
る
.指
導
的
勢
力
.た
る
に
至
つ
た
。

'

'

-

:

.

.

-

.

;

■>

へ
.

：

，

.

'

 

,

■
:

■
:-

日
本
は
、
..
'
大
戰
當
初
か
.ら
參
戰
し
.
.た
が
、
,.
'
戰
時
中
忆
袅
け
石
利
益
は
.耳
大
ヤ
赍
り
、
\
未
曾
有
の
.好
况
を
經
驗
し
た
。.
'こ
れ
に
ょ
つ
1 

.

V
”

國
_

本
の
克
實
が
計
ら
忙
だ
ば
か
り
.で
な
く
、
；：吏
那
大
_

(

現
在
の
滿
洲
阈
並
:̂

中
華
民
國)

.へ
の」

發
展
が
な
さ
れ
た
？
.

1

1

1

.

,

ノ
:■
'

.本
に
^

け
る
資
本
主
義
は
、
こ
：の
1

^

に
お
.い
.て
.
、
獨
内
資
本
.主
義
れ
段
階
に
達
し
泠
と
い
：̂

て
ゐ
.
.る
0

-

.

. 

, 

. 

* - 

' 

! 

- 

. 

Z
 

* 

. 

•

.

.
，'か
く
の
ご
^

き
ー
諸
事
惝
は
、

_
世
界
經
濟
に
大
き
；な
影
響
を
與
.
へ'
衣
0'

從
來
世
界
經
濟
，0
:指
導
的
勢
ヵ
と
し「

て
の
ィ
#

リ
ス
資
本
主
義
.
.

'

ベ
.'
.
は
、
戰
時
把
ぉ
ぃ
弋
は
後
退
し
、
.
戰
後
に
ぉ
\>
>
.て
，は
.、_
'從
來
作
勢
カ
の
挽
囘
ゅ
忙
し
ぃ
，狀
態
で
：ぁ
っ
た
。
：.
^

^戰
爭
に
-
ょ
る
阈
|
^
濟

、

-/
'

.

.

原
料
资
.源
卵
@

に
つ
.い
..て

:
ぺ_ 

■ 

• 

_

::
>
1

九

.
o
六
ミ
九y

.

r
 

.... 

.
 

■

-



原
料
资
源
間
題
に
つ
い
て
、

\ 

.
/ 

、
 

.

1
ー

〇

m

o

 

班
情
の
變
化
は
、
こ
の
孤
爭
に
ょ
つ
て
後
很
?

餘
儀
な
，く
せ
ら
れ
た
諸
國
と
.
、
進
展
を
見
た
諸
國
と
の
批
界
經
濟
の
.病
寒
に
.
お
け
る
闘」 

爭
と
な
o

て
.
.現
.は
れ
.た
。
.
ィ
ギ
リ
.
ス.
•

フ

ラ

：
.
ン
：
ス•
ア
>

リ

，ヵ

备

衆

國

，
日

本

な

ど

の

.
强
國
は
、戰
後
に
お
け
る
.經
濟
的
1

雖
に
從
藤
し
_た 

_
圭
勢
ヵ
，
あ
が
。>
ゼ
.し
-
て
、
へ
そ
紱
は
:'
:

植
扰
地
.
轰

.
は
半
植
民
地
が
い
は
^

る
領
.填
.に
#

が
.て
荇
^

れ
た
の
^

あ
.る
0
.
_ : 

/

■

:
參

戰

諸

國

並

に

"

：

軍

需

^

供

給

國

ぞ
1>
_て
バ
の
；
日

本

一

合

：衆

.网
等
_
.に
.

4

い
^

i
、

戰
霞
咬
お
が
る
.國
ぼ
問
腐
の
處
现
が
當
然
趄
つ
も
來

,

•
 .
 

-
 

-
vn
 

• 

• 

I
.

•
:
.
• .
 

,
 

•!■

 
■

 •
 

-1

• •' *
 

:•
 

•
 

•

.

)

た
タ
■
_

^ :
.
'
-戰
爭
：於
終
»

$

允
吹
^
ホ
&'
'
.
.く(

へ
五
年
’の
¥

1

に」

旦
：
夺

卿

淨

は

、
：：

1{
|
:界
1
>般
.に

平
_

を

希

求.す
：，名

風

潮

を

坐
1>
ゾ
軍
備
縮
小 

—

於
企
圖
-せ
ら
る
.、
に
.至

貧

o
:敗
'戰

國

と

し

，
て

の

：
ド

ィ

.ッ

：
の.；ご
：と
き
'ゆ
、ン
ヴ
ハH

七
サ
ボ
；ユ：條
約
に
ょ
つ
て
、
軍
備
^

制
限
を
受
け
る
に 

至

？

ゐ

：る

。
，

.：
從
3

る
を
得
扠
い
：
。

' 

こ
、
の
：轉

換

ば
ァ
.：傾
時
.
日
'を

；も

や

て

免

る

ヒ

ど

ゆ

..

.殆
_ん
ど
不
可
能
で
あ
つ
'
て
：、一

■牢
乃
至
ニ
年
の
期
間
を
必
要
と
す
る
‘

.

.

.

. 

• 

' 

- 

• 
.
•
'
•
•

■ 

. 

I 

• 

• 

.

.

.

. 

< 
.

,

戰
爭
終
了
後
に
.お
^
.
て
_、.；'各
國
に
务
.い
て
，、V
勞
働
者
.の
中
に
：失
業
者
が
發
生
し
灰
こ
，と
は
勿
論
で
；あ
け
、
と
れ
ら
の
'も
の
と
、
戰
時
戰 

'後
.を

通

じ

ベ

.ン

.フ

レ
r
 

'シ
；
ョ
：
.
シ
は
、.
中

間

階

級

狖

；沒

落

：せ

し

め

灰

。

，
，
'か
、
芬
狀
態
ゆ
對
じ
て
、

佌
坭
戰
爭
中
に
お
け
る
デ
.モ
ク
.ラ
， 

シ
ー
.ゆ
宣
傅
>

:
吩
ダ
デ
に
-
お
け
を
革
命
の
.成
就
ば
、
宜
犬
な
影
響
を
持
た
ざ
，る
を
得
な
，い
。.：戰
後
：の
諸
國
が
、
'政
治
經
濟
問
題
と
と
も 

.
に

社

會

問

題

に

，
ょ
，づ

て

：、
：
闻

雛

_を
^

じ

：つ

、

あ

づ

た

こ

と

.
は
ゥ
當
然
の
こ
'と
.と
^

0

で

吒

^;
-

然
ぞ
の
，經
濟
.ゆ
鐵
で
直
1>
;
-が
杼
は
，̂
ね
ば
な
ら
；5
'

"!.
:
-

へ
.；
,

.

>

?

/

....ン
パ
.：

.

〜

.
バ
 

.

M

濟
的
鋒
て
It
.し
.
.の
：.た
に
摊
用
せ
ら
れ
於
職
策

.̂
.-
,

,民
膨
主
義(

チ
タ
ョ

.ナ
“

、ズ
，.ム
.

〉

の
.
そ
：4

で
：あ
：：つ
'
た
0
.
_外
國
：に
對
し
て
自
國
.の
：
 

生
南
，カ
を
護
夸
た
办
に
は
、
.關
桃
障
筆
に
ょ
芩
保
護
政
策
^

採
用
せ
.ね
從
故
ら
ぬ
。:,
-
'史
た
_

國
の
生
_鹿
品
.の
販 

擴
大
す 

^

^

に
は
ぺ
他
國
の
關
税
障
壁
^

乘
り
磁
へ
名
だ
け
め
低
廉
な
僧
亂
を
作
ら
從
ば
な
ド
ぬ
’

こ
^
吃
合

.. 

■/
,

.
-
、

 

.
一.
', 

't.-̂v 

. 

..

外
グ
M

ピ
'/
グ
の
方
法
が
採
用
せ
ち
れ
る
。
加
く
の
ご
と
き
關
税
障
壁
と
グ
ン
.ピ

ン
グ
-
に
ょ
つ
て
、
M

ら

作

た

一
國
生
商
力
a

、
ま
ず

't

す
發
展
：

：

の
一
路
を
^

^

の
み
で

あ

る'0
,
さ
.ぅ
.だ
^

'す
れ
ば
、
關
税
障
键
と
ダ
シ
^

.

シ
グ
、と
め
競
爭
は
.
、
_
ib
'-
±

る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
*

--

か
く
弋
-'
_

税
障
壁
と
ダ
^

ビ
^

グ
.
.と
.生
亂
ザ
の
發
肢
.と
は
、.
'
.何
時
が
.
.は
、
.. .

そ
.
.の
，發
雇
の
_

界
.に 

を
を
得
な
い
。'
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.
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合
_

化
ど
_タ
シ
•ビ
ン
グ
：と
國
内
復
辨
に
ょ
^

て
：、
'
'そ

：
の
，
繁

榮

を

續

_げ
だ
も
.の
が
::
>

ド
ィ
ッ
：.の
：
合

理.化
經
濟
.で
.
あ
る
？
し
か
も
、
ド
ィ 

,

'7
0'

合
理
：̂

-

が
”

ブ
尤
リ
ヵ
'合
衆
國
^
,ド
.イ
ッ
故
齋
.に
.
.よ
る
^

爲
的
手
段
に
'ょ
づ
て
、'
促
進
せ
.ら
.れ

て

：
ゐ

.
た

と

と

は
、

事
實
で
あ 

る
。
■:
■

ア
：.メ
；リ
ヵ
合
衆
爾
ば
彳
^

の
エ
業
部
門
^

命
い
ポ
は
’

^

淋
戰
爭
^

.:

の

料

.學

的

说

格

統

r

に
ょ
つ
て
，'
.繁

榮

經

濟

を

瞭

つ

.：
た

0:
^

あ
：<>,
^

が

、.
-l
i
l
:界

戰

.爭

中

に
、
'̂
co

生
®

g

を
躍
進
ぜ
し
，め
た
.
農
業
部
. 

r

に
お
い
て
は
r>
>

馨

旣

鍵

壞

の

危

機

を

：杀
ん
乜
ゐ
た
。
，.日
本
'ば
.；

大
茁
九
¥

の
。ハ
'
テ
ッ
' 

ク
：比
ょ
;0
'
て
、
ハ
-[
i
b
界

璐

爭

中

の

好

景

氣

を

.；

-
 

-,
 

'
 

,
r .
 
'
 

.

.
 

*  -
 

''，に
.
 

.
■.

土.'
.
 

'  

"  

,.
 

-
 

'

終

焉

せ

し

.；
：

4
、

.'

景
氣
の
.下
り
坂
^

示

；
し

：
た

：

n

枯

、.
.
こ.、

.に
：：，

ま

セ

旅

な.い
，
.し
：、
太
圯
^

1

.

1年
の
關
東
大
震
'災
が
、
こ
れ
，.に
加
は
つ
.

て

、
，
一

管

不

利

，な

狀

.態

.に
，置

か

れ

；
.
.こ
，
の
、
間

ヮ
>
シ
'シ
ー
ト̂̂
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-
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-
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- 

.

.

.

.
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.
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^

:

大
#

中

，に

發

展

し

た

支

珊

に

.择

い

そ.も
ゾ
ネ
ギ
'リ
ネ
資
本
の
抑
壓
と
支
那
民
跌
運
.動
卷
の
1
:
1鸾 

で
あ
.
.る
。
.

,
::■

世
界
戰
鐵
に
紀
：け)

る
.企
業
と
.資
本
と
の
：_

中
.
の
結
果
と
し
で
_
の
：生
產
カ
_
.の
-發

展

が

；
ー

：

方

に
#

布

す
.る

と
.と
’も

に

、
，

：

ロ
シ
ァ
は
革
命
Q
_

-
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.
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.
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■
結
果
ど
：し
そ
、
#

本
书
義
^

世

界

か

ち

：そ

：：
の

.
姿
を
_消
し
.

9
植
民
難
並
：に
半
植
民
地
ビ
は
、.
7民
：族
.資
木
に
ょ
吝
產
業
6

#'

展
が
あ
つ
た
。
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• 

• 

.A.
 

.

. 
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.
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.
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t
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ご. 
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. 

.

W:
.

貿
カ
'に
.對
し
て
'、
生
產
カ
が
敏
大
と
な
^

て
.來
：た
.。(

資
本
主
義
め
社
#

と
し
て
は
、'
.必
_

的
に
恐
慌
：に
見
舞
れ
ざ
る
を
得
.な
い
。
：
.

r

。
_の
恐
氚
忒
、ノ
植
民
^

並
.
に
半
,

埒
地
‘

お
：い
て
卜
货
界
戰
翁
中
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.
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起
'̂

た
。.c

力
.チ
ダ
.
の
ご
と
き
冬
ひ
啟
業
生
商
カ
を
殆
^

と
倍
加
し
^

ゐ
る
P)

.
：，そ
'じ
て
、
そ
れ
が
斑
ら
に
土
.
業
部
門
に
及
ん
だ
の
' 

で
あ
，
 

達

、
.
そ
'
の
：現

象

微

淺

て

窘

：i

が
s
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九
年
の
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あ
'る
O

T.
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.
ゾ
ヵ
合
衆
陳•

ィ
夢
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-
'
ス
‘
ド

イ

ッ
V,

イ
ク
、リ/

丨
•

日
本
...な
ど
が
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そ
^

影
響
を
受
.け
、
堅
.實
を
誇
つ
て
.ゐ
たN

ラ
ン
ス

，
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'

'

4ノ
そ
の
後
に
そ
の
-

屮
に
投
せ
ら
れ
た
0
:
_

'
:

:-
-

ベ

4

か
：る
過
程
に
'
お
い
て
、
.

■

界
經
濟
.は
常
に
危
勸
を
包
藏
し
て
.：‘ゐ
たo

し
か
し
.：な
が
ら
-
.世
界
經
濟
の
挣
つ
と
こ
ろ
■の
.危
機
は
、
す
.
.

ベ
て
の
.
.國
の
持
づ
危
機
.で
'
あ
つ
_
て
->

す
べ
ズ
の
國
：は
.、
；そ
の
.危
機
か
'ち
自
國
；に
_防
衞
.す
る
.
.の
多
忙
，.で

あ

つ

た

：。

こ

、

に
：經

-濟

的

民

、族

主 

'
'
,
.義
.が
.發
‘生
'せ
ざ
る
を
屬
.な
.い
必
部
性
が
あ
つ
た
0

國
際
經
濟
會
議
は
、
幾
度
と
な
ぐ
開
催
せ
ら
れ
た
.。，.世
界
が
.不
況
を
克
服
し
ょ
ぅ
.と
' 

•

す
名
擺
案
は
.多

數

な

さ

：

.れ

.

.た

；
が

；
、
，
ょ

い

結

果

を

持

つ

>

.
の

で

は

故

か

つ

た

。

ず
，
ベ

.て
の
國
は
.、
そ
れ
.
.ぞ
れ
自
國
の
問
題
を
第
二
の
條
件
"

.

.: .

:と
し
て
提
案
す
る
，。.

さ

ぅ
で
な
い
な
ら
ば
、
抽
象
的
が
文
字
.に

本

る

協

調

主

義

の

..高

唱

に

過
ぎ
な

い
.0

.
一
 

.九

.

一

一
九
年
の
恐
慌
に
い
た
る 

.

.

.ま
で
‘
の
.い
ろ
^

ろ
.の
對
策
.

ま
た
ぞ
.

Q
.

以
後
の
對
策
に
お
.
い
.て
も
-.
*
'か
.か
る
性
格
を
持
0

も
の
：
許

り

で

あ

つ

た

。
、
經

濟

的

民

族

主

_

が 

'
幾

度.

と
な
く
#

中
せ
ち
れ
た
が
ら(

實
際
上

.

の.

敬
策
に
：お
い
て
は
、.
常
に
民
族
的
立
場
が
.强
調
せ
ら
れ
る
の
は
、
こ

の
と
と
が
國
家
#

' 

.立
の
根
本
だ
か
ら
^

あ
る
？

.

.
>:,

:

‘
_

:
.

.

■

-

.

.. 

ユ
,
丨
ジ
.ン
•

ス

テ

ー

の

ご
，：

と
^

は
、
そ
.の

r
世
^

經
濟
の
：：轉
換
過
程
.

』

に
お
’い
て
、
經
濟
と
：政
治
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
て
ゐ
.
る
。 

.
經
濟
は
孩
術
の
發
展
と
と
'も
に
;\
"
ま
す
ま
す
國
際
協
調
的
必
耍
を
持
.つ
に
も
拘
ら
ず
■政
治
的
要
請
は
常
に
民
族
.的
で
あ
つ
て
、
こ
の 

■  

的
要
素
を
破
つ
て
ゐ
る
と
主
張
し
て
' ^

る
。

こ
の
主
張
は
、
，經
濟
と
紀
治
と
に
對
す
る
淺
慮
：な
理
解
に

^

い
た
も
の
で
あ
つ
て
.

•

決
し
て
_

象
を
、
.
そ
.の
正
し
い
.
.姿
^

お
い
て
把
握
し
炎
も
の
で
は
な
.い
0

何
と
な
れ
ば
，
ス
テ
.丨
レ

1

は
'、

經

濟

と

取

治

と

を

常

に

分 

■

"
離
さ
れ
た
狀
態
に
お
い
て
働
.め
.
て
ゐ
る
か
ら
.で
あ
る
：o

^

し
ー
て
ャ
終
濟
に
お
げ
る
國
際
的
要
求
な
る
^
の
の
眞
の

1

姿
を
、
.
そ
，こ
■に
見
失
' 

つ
て
.ゐ
る
か
ら
で
あ
る
'

經
濟
が
，國
際
的
^

質
を
特
つ
と
.い
，
ふ

：
.こ

と

は

事

實

で

あ

る

：
？
 

&

の
國
際
的
性
質
は
、

I

面
に
お
い
て
協
調
の 

姿
を
占
る
が
，
他
前
に
お
い
て
は
、
關
&

の
.本
質
を
持
つ
.
て
ゐ
る
0
:
經
濟
.の
本
質
^

.
は
、；人
類
の
生
存
の
本
質(

あ
.る
と
こ
.ろ
の
_
举 

,

:
.
5要
素
を
招
つ
.て
ゐ
る
o
'
.と
.

5

と
：と
试
、
' 
大
規
模
.な
經
'濟
的
.教
靈
に
本
い
て
は
、
政
.治
の
*

忙
^

つ
.て
遂
冇
.せ
ら
れ
る
。
政
治
が
經
濟
.
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に
對
し
て
、
協
調
的
で
な
い
.と
.'い
ふ
ス
.テ
ー,

レ
ー
の
主
張
は
' 

私
經
濟
_の
'
立
場
に
偏
す
る
も
.
の
で
ぁ
つ
て
>

全
苘
的
な
經
濟
の
動
向
、
：

•

•
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特

に

1

國

：
一
民
族
の
.
經
濟
と
い
-
ふ
綜
合
的
觀
察
點
を
見
落
し
て
：.ゐ

る

。
：

：

(

:;
:

バ

ノ
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•
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.
 

•
 

•
 

•
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■-.

.
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/

.

，が

く

の

」

こ
と
く
、'
經

濟

も

：
：.--

?:
,
'の

防

衞

ま.た

は

：
促

，■

者

と

し.て
の
政
治
も
、
そ
'

の
本
質
と
す
.る
，と
こ
ろ
は
、
相
反
す
る
も
の
で
は
な
'

- 

ご■ 

.
 

.
 

.

 

、

, .
.
 

,

.

い
ノ
$

の
と
と
，は
、
近
代
に
お
け
、る
政
冶
と
.
經
濟
と
を
:.
'

'

1

"つ
の
綜
4
:
:的
形
態
に
お
い
1
て
，、
觀
察
ず
る
も
の
め
見
洛
し
得
な
い
も
の
で
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j原
料
並
に
‘
資
源
.
の
問
題
.も
、
以

の

や

ぅ

，な
ゼ
的
卟
提
の
L

に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
論
じ
て
來
た
時
期
に
お
い
て
、

.
こ
め
問
題
I

:

ま
す
ま
す
S
.
熱
化
し
た
M

題
と
■な
.
つ
て
來
た
が
‘
ら
で
ぁ
'る
:0

そ
.め

棋

本

の

现

由

は
、
ニ
.
つ
.
の
現
象
に
.ぁ
る
。
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第
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寒

■

命
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-
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.
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.
.
'
.
:
■ 

ぐ

J

' 

へ
ニ
.；
'

,

.

.第
二
の
：虛
業
革
社
、
旣
た
記
し
た
や
ぅ
に
拭
術
.
の
.
發
展
に
1-
.
る
大
-1

生
赍
_
の'
不
能
性
.?:
'

招
來
し
た
も
の
で
ぁ
る
9

か
く
の
ご
と
き
生
'

I

.

'

■■
;

-/

街
り
の
.
一
或
大
.な
發
设
.
に
巾
つ
て
入
卩
％
の
增
加
.が
.
箸
し
；い
0-
.

こ
.の
ら 

■

-
-
• 

t
 

J
 

-

:

.
-

と
の
_
需
要
.增
、大
は
、
自
國
領
內
に
.
.お
い
：，ベ
‘

こ
れ
ら
.
の
4

の'
を
供
給
ず
る
‘
こ
>,
'
の
不
可
能
で
ぁ
る
と
と
を
矛
し
て
ゐ
る
。
々
れ
は
單
む
.

_ 

.

る
职
料
資
源
の
：要
求
'
の
策
的
增
'̂

の
.
み
で
.
は

な

：ぃ
。
.

質
的
徵
灘
性
を
加
へ
' 

て
ゐ
る
？
と
の
こ
.
と
は
.，
辭
繁
革
命
以
前
に
お
い
て
は
要
.

,

.
:
.求
さ
れ
念
か
.つ
た
こ
と
セ
ぁ
る
。
特
に
^

業
承
命
が
、
.：1

應
歐
来
の
：主
要
^

に

行

は

れ

る̂.
^ -
つ

た 

こ 

.

ヮ
货
对
は
著
し
^

ソ
ゴ
ム
ン
に
緣
か
る
需
要
は
ン
最
近
三
十
年
叫
ぬ
發
達
の
始
果
で
ぁ
る
自
動
苹
エ
蕖
^

ぁ
つ
^

^

ま
た
最
近
ゎ
金
嵐
土
^

’

.

へ

m

e

栽
#'
^

.
各
麗
$

合

金

：
に

ぁ.̂が

、.
ち
の
.
供

輪

は.ぺ

殆

.ど:1
1
{:

採

的

滴.
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從
つ
て
、
枇
界
o

x
樂
國
，に

お

い

て
、

'
そ
の
需
要
す
る
原
料
の
す
べ
て
を
‘
そ
の
領
域
内
に
お
い
て
-

生
辑
す
る
も
の
は
な
ハ
。
そ 
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ぉ
い
て
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1
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‘胳
料
資
师
問
題
に
つ
い
て

’
 

-  

’ 

\ 

, 

二
、
 

C

六
四
八

〕

，

£>

の

表

は

、
，
單

に

あ

る

#?

資
の
過
剩
不
延
の
程
度
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て"

自
給
自
足
の
可
能
な
る
:̂
^

の
：數

を

擧

げ

た

^

：
 

ら

と

い

つ

：
て

、

‘

そ

れ
'で

問
.題

の

，解

決

が

示
''
§

れ

る

譯.で
■は

な

い<
o;
か

く

の

ご
と
.き
，條

件

の

不

均

衡

あ

る

，，が

ゆ

ぇ

^

問

題

は

紛

糾

す

る

‘。 

こ
の
&

が
、
戰
爭
へ
の
_

備
と
し
•て
考
へ
ら
れ
、
ま
た
は
、'
政
治
卜
：に
お
い
て
：
泚
の
阈
家
を
抑
_

す
る
手
.段
士
し
て
用
.
ゐ
ら
れ
る
.

場
合
の
ご
と
き
は
、
特
に
し
か
り
で
あ
る
。
原
料
資
源
問
題
が
極
め
て
困
難
な
問
題
と
し
て
、
解
決
の
容
易
で
な
い
理
由
は
*

こ
、
.に 

あ
る
。
' 

:

.

.

.

,
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ぃ
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股
料
資
源
問
題
の
複
雜
性
は
、
そ
の
政
治
經
齊
的
權
が
と
の
關
聯
に
あ
る
。 

.

.

.

ノ
 

:第
一
、
政
治
的
權
カ
。
' 1

國
の
.
主
權
は
、
夺
の
國
境
内
に
.，

4

け
る
へ
あ
ら
ゆ
る
も
'
の
.を

產

す

る

。
從
づ
て
、
' 

.そ
の
領
域
内
に
お
い
て 

は

.

一
'̂

、

原
.料

の

生

虜

•
運

輸
•開
發
'に
對
し
.
.て

、
.
統

制

する
猶
力
を
翁
す
：る
と
同

時

に

、
他

方
.外
國
か
ら

來

る

原

料

の
■.輸

入
.に

煢

ヒ

。 

，制

限

を

加

べ

、
.'
,
ま
た
こ
れ
.に
課
税
す
る
'
.と
と
が
出
來
る
。
勿
論
一
國
は
、
條
約
に
.ょ
つ
て
、
か
か
ろ
權
カ
‘の
行
.使
.を
胁
限
す
べ
き
義
播 

を
負
ふ
場
合
も
あ
る
が
"

か
く
の
ご
と
き
國
傢
は
、
多
败
fc

存
、在
し
て
ゐ
な
い
o
,
從
つ
て
-

ー
國
は
、
他
の
國
家
.に
し
て
.、「

所
要
誘
4
 

を
獲
得
し
ょ
ぅ
と
.す
る
も
の
杧
對
し
.て
、.：重
大
.な
結
艰
を
_澍
ら
す
や
ぅ
な
政
策
を
採
相
す
る
.こ
と
.が
«

來
る
。
た
と
へ
、
ま
，た
®
-
家
が 

—

敢
て
か
か
る
.
.銃
制
_に
政
策
を
梂
用
し
な
い
に
し
ろ
,'

そ
の
：國
.に
お
.け
る
.關
係
團
體
が
、
' 經
濟
的
實
際
.の
事
項
と
し
て
、
、
：
.
外
.國
の
需
要
す 

^

原
料
.の
分
量
並
に
儕
格
を
制
.
.限
す
る
こ
.
と
.は

あ

り

得

，る

ス

パ
-'
.

;

.

'

.

'

..

、
 

• 

. 

/

,.
そ

れ

，
が

第

二

の

.經
濟
的
權
カ
，奶
/
あ
、
‘る
？
そ
.
.れ
は
經
濟
的
獨
.亦
に
歸
01

す
る
。
：，1,

國
に
'ぉ
.

s

て
、
原
.件
.の
獨
沾
者
：が
現
は
れ
る
と
き
- 

:

普
通(

に
生
■

者
.の
：
間

に

：お
，

5
;

て
、'
自
}1
|

競
淨
が
#

;>1

れ
_る
場
合
ト
^;

ぬ
、
i
咼
價
格
を
要
.求
す
る
'。
.ぞ
れ
'は
、
，獨
占
價
格
で
お
る
。
か
ぐ 

の
ご
と
き
„場
合
味
、.
寧
，ろ
.稀
な
事
例
で
ぁ
り
、
.外
國
，の
.購
買
者
は
-
.，そ
：の
國
の
政
府
に
對
.し
セ
' 

自
國
敗
府
.を
浦
じ
て
'
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'

る
こ
：：と
が̂

來
る
，で
あ
ら
ケ
0
,
し
.か
1>
'な
が
ら
，
最
近
の
事
態
は
、
單
な
る
：'
■
«

的
獨
内
箸
の
：場
合
で
は
.な
ぐ
し
.て
-

-國
際
的
獨
占
箸 

の̂

ま
に
0:
-

:
つ
'て
、
^

の
.原
料
0,
[»

格
數
量
.が
世
界
的
に
獅
占
價
格
を
雄
持
:^

る
た
め
に
統
制
せ
ら
^'
^

こ
と
が
あ
る
o
'
こ
の
場
合
に 

.

.こ
れ
を
制
限
す
を
た
：め

を

V
數
國
の：

政

装

、.加

か

る

獨

占

：，に

對

ず

石

'

'要

ず

る.に

へ

し

れ

ら

：の
.諸
問
題
は
、
-.
'

原
.料

資

源

の

自

然

的

，：並

.に

.
技
術
的
分
配
の
不
均
衡
に
歸
因
'̂

る
0

ご
の
：内
自
然
的
不
均
衡
は
、

.

,

_
然
の
播
，
物
が
、.
'

■

す
べV

 €
(

と
こ
.
ろ
..に
お
い
T-
.均
響
.に
發
見
ぜ
，ら
る
.
.、
以
外
^

、.
滿
足
'
の
解
決
の
方
法
^

'.
^

S
.

O 

■

し
か
も

•
こ
の
こ 

と
^

、
：不
資
能
で
.あ
る
-.
0

;

_術
的
不
均
衡
，‘モ

.：國
際
間
^

お
^

る
^
^
 ̂

、
'
均
等
の
.發
展
狀
態
に
達
す
る
の 

に
は
、
：相
當
.

：

の
_

間
を
•

敷
と
す
る
？
が
か
る
困
難
.於
_

開
.̂

る
ー
た
め
に
，
い
が
い
ん
な
太
法
が
、
今
日
'に
い
た
。る
ま
で
採
用
さ
れ
て 

來
た
° 
.し
.細
し
、
^'
:

れ

ら

かA

n

时
解
決
策
敦
る
.も
の「

ば 
> 

.
政
治
的
■並
^

經
濟
的
權
力
'
の
#

在
に
ょ
：つ
'
て
、
.
そ
.
の
窮
梅
な
點
に
達
し
ズ 

ゐ
..な
い
タ
そ
れ
ら
ど
は
ハ
-賓
の
ビ
と
き
も
-
の

が

あ

名

卞

ヤ
.

.

.

';

入

::「

.

.
• 

ン

解
'
1
:
.
、.
.原
歡
ゎ
民
彼
主
義
的
統
制
を
£

開
.ず
る
乾
め
：に
、
そ
2

ぎ
故
的
命
篆
を
.優
さ
.レ

め

る

こ

と
rt

f
あ
る
。

こ
め
場
合
に
お
.い
^

は
.，、か

..

か

：る

開

發

企

業

が
，
、
"獨

'占

的

を

聲,lr
し
な
.い
や
ぅ
な

轨
彻

に

'■
^

さ
1>
:

'̂
;:

を
と
：>

で
^

る
0
:
ど
^

こ
；と
.ぼ
、
.
¥
 ̂

一-
ゥ
4

*

葶
煙
草
の
.：ご
‘
と

宫

も

め

に

つ

い

て

は

V
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:第
-:

、「

原

卿

の

：缺

：
乏

ど

、
へ
こ

_れ
.に
對
1>
-
で
不
當
.の
植
格
を
.，支
-携
.ふ
乜
と
を
不
滿
.と
す
る
原
因
を
除
去
r
す
る
た
め
に
、
.
政

府

.の

採

用

す 

■

る

政

贫

見

あ.る
:-°
:
:ぞ
"1
.
呔

、一

_

-

知
¥

、
へ.扒

ゎ

ざ

氷

國

に

摩

じ

左

狀

i
i
.

寒

ゆ

響

の

一

特

權

灰

評

客

す

：る

開

放

政

策

を

と

る

.

.?
:
: 

と
で
あ
る
。
更
に
植
民
地
に
お
け
る
原
料
輸
出
税
の
輕
減
.
の
ご
と
ぎ
が
あ
る
。

‘ 

.

.

第

三

、

原

料

問

題

の

解

決

の

た

め

に

、

原

料

の

贸

易

に

關

し

て

，

'

自

由

通

商

，、王

義

の

採

用

'(
7
)
提

案

で

あ

る

。

ヴ

、

ル

サ

ィ

子

平

科

會
 

,

.

顧

料

i

s

に

つ

ぃ

て
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祀
念
^

て
'
、
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マ
..ラ

ン

ス
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ィ

タ
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，

:
■「

出

--
^

る

慨
1

;,
>

&

料

探

究#

た

め

の_國

際

的_
.
爭
1
.終

止

せ

，し.め

、
，
世

界

平

和

を
#

威
.す
.る
經
濟
.的
.

_
爭
の
原
因
の
#

 
く
を
抑
制
' 

し
.
.
.而
し
て
；.
.
.邪
界
ト
通
じ
て
の
廣
源
の
地
01

的
分
.布
か
^

起
芩
自
然
的
：不
¥.

等
を
矯
1?
;

す
る
.た
ル

に
、
、

聯

合

國

並

に

同

盟

國

は

,

X-
-

業
^

^

.

に
，
つ

い

輸

入

輸

賴

關

：歡

：
と

も

.
_
全
..免
す
る
と
と
に
同
意
す
。」

-'
,

'

'

:

:

か
ぐ
の
！
1
'と
き
提
案
も
、'
勿
論
採
用
さ
れ
.て
ゐ
な
い
--
0

■
'
..
•

.

丨

'
'
•
'
ノ

 

.

.

:
,
紙

！
！

>

重
要
原
料
の
：分
配
'に
關
し
て
、
，.
國
際
的
機
闕
に
'、
：.權
限
を
附
與
す
ベ
と)

い

ふ

提

案

が

.あ

る
0.

こ
の
提
案
も
、
架
空
的
な
も

_
:■
:,
'■
:
/

v

,:
-

■;
•

'
. 

-

.

:

.拟
上
.の
や
ぅ
な
諸
提
案
_は
.

各
國
.の
純
害
.の
對
立
：に
ょ
0
_て
、
何
等
解
決
に
.向
っ
て
ゐ
友
い
。
政
治
經
濟
的
權
力
は
、
.
こ

の
場
合
. 

.何
#

謹

免

麗

げ

る

も

の
.
で
.
は
.逢

づ

た
ノ
.
第
一
次
.世
界
戰
爭
の
終
了
：ば 

單
■に
武
力
戰
の
終
結
，を
意
味
す
る
も
の
で
あ
づ
て
、
戰 

爭
、の
重
要
な
'
:

1

環
と
しy

の
經
濟
.戰
爭
は
、..戰
後
に
も
行

は
^

た
.

o
.

そ
.
の
.
重
：要
汔
.も
(7
>

が
、
ヴ
ヱ
ル
サ
イ
ユ
■

め
で
あ
る
。
.
.
' ま
た
苋
1
 

に
お
い
て
は
：，：.
ヮ
.、Y

ン
.
ト
、

S
#

議
を
繞
.る
い
.
.ろ
い
ろ
な
條
約
で
あ
づ
た
。
强
カ
な
經
濟
赃
爭
は
、
■
高
ら
か
' 
な
平
和
の
禮
讃
の
中
に
行
は 

れ
て
：ゐ
た
ヴ
.ぞ
れ
は
、
.
如
何
に
：し
て
、
.戰
晚
お
發
展
し
來
づ
た
生
_

カ
を
保
持
し
、
そ
の
保
持
0

最
適
者
と
し
.て
、
何
れ
か
.賤
存
す
る 

か
.と
い
：ふ
問
題
で
あ
，つ
た
o
'

か
くQ

ご

と

き

時

期

に

：お
：
い

.て

.は

、
，
國

際

經

濟

ば
,|

す
ま
：す
抗
爭
的
樣
梢
を
4

す
る
。
世
界
の
武
ヵ
戰
は 

經

濟

戰

爭

ぞ

い
.：て
、
繼
續
せ
ら
れ
た
の
.

€

る
0

.

.

:

,て
.

1
 

V
:
:

 

,
 

.

.

.■

.

.

.，第

.

一
,

次

'#

孤
戰
霍
の
經
濟
的
樣
相
は
、
.
旣
に
'記
し
^

や
.
.ぅ
.に
、

1

九
ニ
九
年
の
.世
界
恐
慌
を
者
と
し
.て

翦

通

に

分

れ

る

と
' 

い
ふ
こ
.と
が
出
來
る
で
あ
.ら

ぅ
.0
-#

界
恐
慌
は
-;

第

--
-
'次
世
|

戰
爭
後
_の
.經
鄉
的
發
展
が
、
ご
、
に
、到
達
し
た
の
；で
あ
り
、
從
つ
て
、

首
大
な
影
響
が
；
.■#

界
に
與
.
へ
ら
れ
た
。
世
界
は
、
自
ら
孕
む
_で

ゐ

る

矛

盾

、に

苦

痛

を

感

じ

^

ゐ
.た

.°

.こ
の
苦
南
は
、
國
際
的
協
力
こ

;

-.
■.

.:

- 
.
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し
て
、
.
'資
源
領
土
：を
多
影
に
有
す
る
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お
い
t

は
、
そ
の
，權
益
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保
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持

す

る

：た

め
.に
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軍
備
を
摘
張
す
る
と
同
時
に
、

c

f
 ノ
ッ
产
の
：諸
國
に
I

け
る
.か
、
る
認
識
を
是
正
せ
ん
.と
す
る
議
論
を
見
.る
の
で 

t

タ
ヒ
れ
ば
現
在
め
戰
賈
.
の
.塞
心
と
|

と

を

阻

此

せ

含

す
^
^
^
 ̂

こ

:

.

第1

次
世
界
大
敝
の
.勃
發
.の
_數
年
前
，英
國
の
ソ
ル
：，マ
へ
ン
i

.
シ
ジ
へ
ぞ
ル
は
、

：「

太

幻

影

：し
を
著
述
し

'
て
、
' 
戰
荜
の
：負
擔
が
列
國
を
し
て 

■戰
俄
を
囘
避
せ
し
め
、
.
ま

た

仗

，こ
へ
れ
を
：不

可

.能
-
^
す
る
だ
.ら
ぅ
と
論
^

^

&

.と

.

.は
;.
>
.
.
,
有
«;

な
事
實
.；で

あ'̂
紙
、
_
そ
(7

>
豫
想
の
失
敗
に
も 

拘
ら
^

>

,彼
は
、ぞ
の
.著
.の
1

丸
3

三
年
增
補
版
.を
出
し
.
.て
ゐ
\
る
0
.
そ
の
：外
め
*

^
-'
;x

^;.

みお：
ょ
び
パ
ヴ
ッ
ツ

.の
ビ
チ
ネ
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刊
行
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：入
け
•
資

源

竝

^

^

の

( 1

係
を
論
じ
、
> ,

ヴ
，
_

ッ
_

B

に
ぉ
S

認

識

を

是

正

し

ょ

ぅ

と
し
一
て
力

ぃ
る
。
な
味
と
'
.
:の
問
題
.に
關
す
'る
最
も
實
證
的
研
究
を
遂
げ
だ
も
のu

;
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ロ

ヴ

孓

ク
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ラ
へ
ア
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.あ
右
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つ
の
著
^

を
出
じ
て
ゐ
る
。「

帝
國
生
顏
‘
.の
.貨
^

對
.照
表」

と
'
.ー.：八
.九
七
^-

十

-:

月
六
日
.に
お
け
る
ド
.イ
ッ
.
の
プ
リ
ン
ッ
*

フ
ォ
シ
•
ピ
ユ

,

ロ
ゥ
ひ
演
說
め
結
語
_

「

わ
れ
.わ
れ
呔
何
人
ー
も
：日

蔭

亡

置

き

^

ぐ

な

い.、.
.し
、
か

し

わ

れ

わ

れ

は

.自

分

達

汐

た

め
W

向
の
場
所
を
婆
求
す

.
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.
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匕
'.

と

い

I

s

靡
I

つ

た

翁

向
I

所」

：'
と
,

^

M

値
が
鐵
何
.で
あ
る
.か
の
.
問

題

に

對

し

，て

、
；
綿

密

：だ

統

計

的

硏

究

で

あ

る

。

1 J

版
百
一一一
十
一
ハ
頁
中
本
文
め
十
九
員
を
除
い
て
'は
.、
全
部
、
' 

.
統
計
的
材
棘
を
も
：.っ
セ
.塡
.め
'ら
れ
て
.
_ゐ
：る
。.
'
:

「

日
向
£0

場

所」

は

、
：こ

れ

：に

反

レ

：
で
、

ね

へ

の

說

計

的

材

料

を

驅

使

し

て

の

議

論

で

あ

る

。

■

原
料
資
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問
題
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.
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な
ほ
、
オ
ク
ス
フ
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4
ド
の
ラ
ス
キ
ン

*
カ
レ
ッ
チ
の
ア
ル
フ
レ
ド

』

プ
ラ
上
マ

'
ア

は「

原
料
か
戰
爭
資
源
か
J
2

九
三
七
年)

比
お
い
て

.

こ
の
問
題
を
論
じ
て
)̂
.
る
。
こ
れ
ら
の
諸
著
述
は
、
た
ま
く
筆
者
の
遇
し
得
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
こ」

の.
種
，の 

, 

, 

• 

•  

<

-

も
の
が
あ
る
と
思
は
れ
る
？
1

か
し
、
こ
の
槌
の
議
#

が
、
生
と
し
て
所
謂
ハ
、ヴ
ス
の
諸
國
に
お
い
て
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
法
意
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.
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い
ま
'、
グ
ロ
ヴ
r

•
ク
ラ
ア
ク
'
に
從
つ
て
、
そ
の
議
論
の
大
要
を
記
し
て
置
か
ぅ
，0
ク
ラ
ア
ク
は
、
と

•
の
問
題
に
つ
い
て
、
三
づ
の
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:

I
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.
が
於
る
も
い
.ふ
ゃ
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1
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 す
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し
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し
如
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‘
■

半
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l
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の
#

民
運
動
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の
.迦
由
'
の
.
な
い
こ(
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：
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.す
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.と
い
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ゐ
.る
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グ
ー
ブ
ア
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.
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お
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る
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て.
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交

通.
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难
保
に
よ
っ
て
解
決
せ
.ら
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き
こ
，'.と
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、
：
世
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:に
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>
-
つ
て
$

ノ
そ
作
が
利
益
の
.た
^

に
_

賣
.せ
^

1̂

ね
：ば
.教
ら
ぬ
^

す
れ
.ば
.

'
こ
れ
^

對

^

大

な

る

效

课

を

擧

げ

 

，
得

な

く

結

局

に

；

#

い
.

H
、

.衡
界
に
買
手
を
求
か
务
よ
功
方
洪
が
女
*
^
、
多
少
，の
.廷

囘

兮

レ

てi

貝
ぞ
べ
.
き
'と
と
ろ
に
至
名
も
の
と
し
て
* 

ゐ
る
。
し
.か
し
.て
、
.原

料

の

缺

，乏

を

高

價

な

生

產

費

に

，
よ

る

自

己

坐

齑

に

.よ

.
つ

て̂
た
.さ
う

と
.す
，る
の
は
、
經
濟
的
に
成
立
'し
得
な
い
' 

狀
況
に
あ
る
と
し
て
、’
石
油
缺
乏
國
に
お
け
る
石
炭
液
化
が
不
經
濟
性
を
指
摘
す
る
。

.
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.i 

贸
舄
の
維
持
の
た
め
.に
す
る
植
民
地
の
保
有
も
利
益
で
な
い
'と
論
斷
さ
'れ
て
ゐ
，る
。
イ
ク
リ
ー
の
二
例
を
擧
げ
よ
う
。

一
八
九
四
年
、
 

t

一
 

九
コ
ニ
一 
年
に
至
る
ま
で
の

-
イ
ク
リ
ー
の
全
植
M

地
.の
輸
m.

入
質
易
の
總
額
め
五
十
五
億
六
千
一
百
萬
リ
ラ
で
•
あ
つ
て
、
こ
れ
は
、
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•
こ
の
期
P.
}
]
に
お
け
る
全
イ
ク
リ
ー
質
易
の
一
〇
。；ハ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
も
，の
で
，あ
る
。
し
か
.る
に
.

i
.

九

j

H

年
か
ら
一
九一

一；ニ
年
に
至
る 

イ
ク
リ
ー
の
植
民
地
經
濟
費
は
'
六
十
八
®;

五
！

f

六
百
萬
リ
ラ
で
あ
る
。
一
一
十
ゲ
，年
に
お
付
る
茼
接
植
民
地
經
費
が
、
四
十
ケ
年
の
植
民
. 

地
見
妫
よ
り
八
七
三
億
リ
ー
フ
多
額
で
‘あ

る
,.
0

エ
チ
オ
ピ
了
攻
略
の
最
初
の
六
ゲ
月
だ
け
で
、
イ
タ
リ
ー
、は
旣
に
百
億
リ
ラ
を
費
し
て
ゐ 

:
る
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植
民
地
質
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は
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く
の
如
く
^.
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の
が
ク
ラ
ブ
ク
の
說
で
あ
る
。
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が
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進
ん
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再

分_
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主
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し
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ゐ
る
。
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提
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し
て
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の
生
張
す
る
と
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底
的
な
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縮
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し
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k
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ぬ
。
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失
と
な
'
る
こ
と
は
*

多
く
t

ぅ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
，國
防
上
の
必
要
と
，い
ふ
點

も

あ
る
。
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要
す
る
に
’

ク
ラ
ァ
ク
そ
の
他
の
人
のI

S

論
は
：
現
狀
維
持
I

す
る
ハ
ヴK

S

立
場
か
I

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と 

.

.
き
ハ
ヴ
ス
の
議
論
を
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の
は
、
煙
草
並
に
鹽
で
あ
る
。
ヵ
’
ル
-
テ
ル
，の
形
態
に
聆
け
‘る

獨

古

ば

、
：.

_

規.
.
'
 

:
 

制
訃
篑
の
項
目
中
に
論
、ぜ
A

れ
た
。
收
獲
出
荷
.の
計
畫
の
形
態
.

扛
け
る
獨
占
は
、
原
料
の
秩
序
的
販
寶
の
，方
独
ど
しV

取
.扱
.は
れ
て
'

:

■'
、
:'
■•
 

ゐ
る
。-3：

然
的
獨
#

は
、
櫸
め
て
稀
で
あ
る
。
北
米
<
ロ
衆
國
に
お
け
る
へ
リ
ゥ
ム
'

ヵ
'

、
ィ
シ
ド
に
お
^,

る
ジ
、
1

ト
、

」

東
.印
.傭
諸
島
.:'
.

に
お
け
る
規
那
は
、
日
本
に
苕
る
薄
荷
、
そ
の
他
少
數
の
鑛
石
類
に
過
ぎ
漱
い
。
こ
れ
ら
に
關
し
て
か
，不
1

滿
は
存
在
し
长
い
。

,'
'

,

.

.

.、

.

照
料
資
源
|1
|
1題
に
つ
い
て
.

.

: 

■ 

> 

' 

,四

三

，(

六
六
§



,

原
&

源
問
輝
に
つ
い
て
ノ 

,

,

,

, 

.

四

四
，

：
' (

六
六
^

)

何

と

な

れ

ば

，

過

度

の

'傅

格

引

上

げ

は

、

市

場

の

狹

小

化

と

代

用

品

の

使

用

を

意

味

す

る

か

ら

で

あ

る

？

-

’

ペ

：

.

:
'
:
.支

挪

困

難

：
の

問

題

？

ぐ

：

パ

，
-
'
.
.
.
:
-
？

 

.

'

'

、

.

.

.

. 

.
、 

' 

.
■
. 

- 

i
 

.

.
い'!

'

-
' 

.

.
'
:
v
.

.'

V

以
上
の
諸
辟
難
.は
、
原
料
の
取
得
に
つ
>
尤
超
沙
べ
.
か
.ら
％
;
.る
障
‘害
で
な
い
と
.
い
ふ
結
論
に
、
委
M

會
け
達
じ
て
ゐ
'る

原

料
^-
,
得

に

眞

ヴ

怀

.I

は

!3
1

^

に
對
' ^
る
及
^

,の
困
雛
に
あ
る
0

原
料
の
分
布
が
不
平
等
で
あ

り

、

あ
■る
國
は
、
.
そ
^

所

耍

.
の

供

給

に

つ
い
て
特
別
の
認
が
あ
る
こ
と
も
壽
で
あ
る
。
委
員
會
の
報
带
は
，
こ
、れ
ら
の
困
難
を
、
鍵

す

る

方

法

：をl
i
.

し
る
I

。
し
か

I

な

が

ら

原
♦

取
.
#
-問
題
の
一
般
的
淑
fc
‘
永
久
的
解
決
策
は
、
最
廣
の
^

礎
に
お
け
る
國
際
貿
易
の
復
沾
.
.に
な
^
れ
ば
ヒ
ら
な
い
と 

結
.論
さ
れ
.て
ゐ
る
0

V

V 

: 

■ 

.

.

こ
.の
點
に
關
す
る
委
員
#

:
の
所
論
$

'

次
の
ご
と
：き
'̂
,の
：
で

あ

：つ

だ

デ

' 

原
料
取
得
陶
題
に
お
い
て
、
諸
國
は
’
そ
れ
ぞ
れ
異
つ
た
影
響
を
受
け
て
ゐ
る

？

ー
 

般
的
に
つ
い
で
、
工
業
國
は
、
盗

濟
恐
荒

の

：時
. 

省

に

お
い
て
は
、
原
料
取
得
問
題
を
起」

v

ゐ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
原
料

S

擐

が

、

H

證

歲

Q

S

.
以

卞

落

ち

る

か

ら

で
 

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
負
偾
國
は
，
原
料
取
得
に
關
し
て
、

一

層
大
き
な
诩
難
に
阬
面
す
る
。
そ

の

理
由
は
次

，の
Vこ

と

く

で

あ
る
り 

第

I

 

o

債
權
國
は
、
負
债
國
の
輸
W

に
對
し
.て
：障
害
を
與
ヘ
、|
か

く

の

ご

と

し

て

'、

負

债

國

に

ょ

る

原

料

輸

人

の

支

搬

の

，
た

め

に

闬
 

/.

ゐ
ら
れ
る
外
國
爲
替
额
を
滅
ず
る
か
ら
‘で
あ
る
？

'

、

：

' 
' 

J 

' 

,
' 

-

: 

ン

.
第
二
、'
.食
債
國
.に
放
資
し
そ_

f

短

期

僙

權

墓

速

に

引

；
上

げ

，ふ

_こ
.と
に
ょ
つ
て
、
負
債
國
を
ー
麗
化
し
た
狀
態
に
立
ち
到
ら
し

.

'

め
、
.

ぐ
て 
>

輸

入

原

，料

の

質

付

を

不

可

能

.取

ら

し

め

る,°
':
'.
:

'
ン

：
：.
'

'

-

: 
.

'

,

 
.

 

:
'
'
■._

.
-
-
ぐ.'
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■

 

'

■■.

 :

■

「

續
本
.を
引
き
-|

げ

策

た

:|

務
國
.に
泰
し
セ
加
へ
ら
S

困
難
ば
'
 

生
產
物
價
格
S

騰
：の
た
め
に
、
輸
此
0

檄
會
を
_

し
、
か 

く

て
.»

輸
入
め
た
め
把
外
貢
爲
替
を
_

少
せ
し
.
め
ら
._れ
る
こ
と
：_に
ぁ
名
0
.
.す
べ
' 

で
の
：國
は
.、
：軍
獷
競
箏
の
た
め
に
.
、
外
國
に
お
い
て
-

.

.所
要
の

):
1
1阡を
購
人
す
'る
の
亡
多
大
の
困
雞
'̂

感
じ
て
^

る
0

輸
辦
エ
.
業

生

產

：は

、

軍

器

' 

へ
の
^
^
.にょ
つ
て
、減
少
せ
レ
め
ら
れ
、

-  

'

パ‘

 

-
■

 ■

 

\ 

■

 ■

 

.
 

‘
 

■
 .

■.-. 

.
-.
V. 
.
,
.

-
 

' 

:

 

,

 
'

 

' 
:

/~
'

た
.め
，に
、

出
.額
從0

て
、.
.

所

要

輸

人

：の
：
た

め

の

'外

國

爲

替

に

ボ

足

す

る

に

至

る

O

 

'
凌
金
を
.十
分
に
.

.̂

つ
て
：ゐ
る
國
は
' 

所
要
原
料
の 

輸
入
を
繼
續
す
る
.こ
.と
が
出
來
名
。
.
し
が
し
尨
が
ら
ペ
ff
i:

務
時
は
ニ
.
餍
.の
困
_

を
感
*

る
。

'

'

■

_

,

.

'

■

.

原
料
購
入
に
.つ
いV

、

困
難
5:

經
驗
す
备
第
1
1貌

の

諸

國

は

、

農

業

生

產

品

を

坐

產

し

：輸

出

ず

石

ョ

ー

ギ

ッ

パ

諸

國

で

あ

る

-°
こ
れ

» 

- 
I 

/
. 

.

ら
の
諸
國
は
、
外
國
原
料
.購
入
_の
#

段
'と
し
て
、

質
易5

順
，調
に
依
#

U

て
ゐ
た
。
一_こ
：の
.、、ハ：.ラ
ン
.
ス
は
農
產
物
價
前
の
.低
落
と
農
產
物 

。輸
人
國
の
制
限
政
策
の
結
艰
崩
壞
し
.
.た
。
と
れ
.に
加
べ
る
の
に
：、.
外
國
短
期
.並
に
長
期
債
權
の
減
少
並
气
-

移
民
の
.送
金
.
の
减
少
は
、 

■.
同
^

ぐ
脱
要
原
科
の
購
買
カ
を
低
下
せ
-̂

め
て
ゐ
る
。
，

；
' ぐ.
::
:
.へ

.

.

.

. 

'
•:
.

.

.

'
 

,
''
'

■

:■
-

>

.

-7
J

9

'
.
'

' 

.
k
く

；
て
.
、
、
赉

i

ば

、：

原

料

の■支

拂

にII
す

石

他.の

障

輋

备

射

し.た

。

そ

の.中

が

ば

、
，
爲

替

管

理

.
淸
算
協
定
、高
關
税
ま
た
は
特

.

-

....

 

: 

V: 

. 

、.  

■
 r 

;
 

.
 

©

:

慮
關
税
、
金
本
位
制
<0

崩
壤
の
漱
雄
.と
し
,
て
資
本
運
動
，の
_

聲
が
办
る
3

國

際

聯

盟

；
€
.
:
經

濟

委

員

會

は

ハ

原
料
ぃ
の
.：供

給

忙

關

す

る

報

齿

.
'■.

に
基
い
：
.て
、
1
.般
的
原
則
を
鞲
成
し
' 

各

國

歡

に

、
_象
考
の
：た
め
に
送
附
し： #

?
.

し
か
し
.な
が
ら
、
：食
時c

ー
 

九
.三
八
年

)

に
お
い
て

'■ 

• 

- 

-
•
•
•
-
- 

- 

• 

. 

■ 

, 

. 

■ 

■ 

• 

. 

,

ノ
は
、：
何
等
こ
の
た
め
：に
：國
際
的
'行
_

ゆ
採
：る
に
^

が
出
來
な
い
：と
い
ぶ
結
論
に
到
達
し
た
。
；.:
.
.

 

- 

.

..

..

..

.:

■

.
:' ■
:

*

:
 

■
、

：
'
.

•'
:

:

、
- 
',
1
 

'

ン

國

際

聯

盟

原

料

問

_

硏

究
.委

員
#

.

は

、
，，
以

上

の

や

ぅ

.
に
、.
.
原
料
問
題
の
硏
夂
に
^

罾
し
、
そ
の
ょ
つ
.て
來
る
所
以
を
' 

極
め
て
平
板. 

的
に
分
析
す
冬
と
レ
ろ
が
，あ
：つ
だ
が
，
歡
に
”

廣
孤
な
1|
|
:
撕
的
栽
礎
祀
お
け
'
る

交

；易

の#

開
と
.

^

4

以
外
に
、
特
別
；な
結
論
に
到
■

し

.
.

.

 

1

 
.

で,

'

-

:

. 
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.
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•  

'
 '

ん

ゐ
ft

；

い
タ
ト
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露

敗

、
：

V
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'
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つ
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喊
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•
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■
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•
 

•
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♦

.

.■

旣

ぽ

本

稿

に

瘦

い

そ

：詳

输

し

.
た

呤

乃

に

：、

世

界

は

旣

：
に

廣

汎

な

其

礎

ね

知

け

查

i

關
f

樹

立

じ

，
、

做

坭

經

濟

な

.る

も

の

を

樹

立

し

■ 

-
. 

、
.
- 

'
 

•
 
- 

V 

. 

•
 

, 

• 

.

.

. 

. 

- 

.. 
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.
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.

.

. 

>

る
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、
そ
の
I

霞

.の
運
_

漂

#

¥

|

;

1の
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V
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-
'
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.

ヘ

ム
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し
.
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:
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•原
料
瓮
擷
間
題
に
ク
い
•て

丨
>

-

■

 

丨-

,

—

西
六
へ
六
六
六

〕

M'
.料

聞

謂
.̂

原
因
は
'

寧
ろ
世
界
經
濟
の
搞
成
並
に
發
展
叹
過
程
に
あ
る
七
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
聯
盟
の
委
F1

會
め
決
論
描
、
か 

か
る
询
題
の
出
發

.

點
に
再
び
復
歸
せ
ょ
と
- ^

ふ
以
外
に
は
猿
い
の
で
あ
る
か
ら
、.

剛
題
を
，
以
前
の
軟
，道
と

'

同
じ
も
の
の
上
に
、

f

 

、
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

’

祺
熊
を
循
環
せ
し
め
る
以

^

の
俏
も
の
で
も
な
い
。

.
 

，
 

.

•

 

'

•
わ
た
く
し
が
、
そ
れ
を
矛
盾
と
い
ふ
の
は
、
循
環
と
い
，ふ
の
と
、
‘
ほ
ぼ
词
象
の
意
味
で
あ
る
？
世
界
經
濟
の
.茶
礎
に
歸
れ
と
い
ふ
の
- 

は
、 

か
れ
ら
の
い
ふ
と
こ
ろ
の
原
則
と
し
て
の
自
曲
通
商
で
あ
る
。
自
由
通
商
が
、
如
何
に
して

-:

■

壊

し

た

，か

を

深

く

檢

討

す

る

^

と 

な
く
“

ヒ
れ
に
對
す
る
液
酿
の
要
請
だ
け
し
で
み
た
と
，こ
ろ
で
、
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
v>
(

。
ま
しy

、

現
狀
の
ご
丨
と
き
様
相
の
下 

,
に
が
仏
.
て
-
、
す
べ
て
‘の
國
は
，
自
由
通
商
へ
の

'復
歸
を
肯
定
し
な
い
で
’あ
ら
う
。
そ
れ
は
、
お
隊
目
と
し
て
の
用
は
な
す
で
あ
ら
う
が
、

た
^

-

お
題
目
と
し
で
、
童
傅
用
語
だ
け
で
、
問
題
と
解
決
せ
ら
れ
な
い
。
從
て
聯
盟
が
、
今
日
の
場
合
、 

何
等Q

S
l
f

御
措
鹰
に
出
.
る
意
_

な
し
と
決
|
1
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
か
れ
ら
の
解
決
が
涧
等
用
を
な
さ
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
、る
。
と 

れ
は
ー
つ
の
矛
®

で
あ
言
P

パ
ン
を
求
め
る
人
に
右
を
與
へ
る
矛
盾
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
聯
盟
の
措
置
が
、
さ
う 

で
あ
る
や
う
に
、
原
料
問
題
の
場
合
に
^

い
て
も
、-
か
y

れ
の
立
場
が
、
あ

.る
成
心
に

_

い
弋
ゐ
る
こ
と
を
示
す
て
ゐ
る
。
こ
の
成
心 

ヰ
を
露
滑
に
現
す
に
は
ン
，あ
ま
ヵ
に
も
、
傅
善
的
，で
あ
る
た
め
に
、
か
れ
等
は
、
何
時
も
、
矛
腐
を
敢
，て
侵
す
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
何
で
あ
る
か
。

.

：

• 

■ 

< 

I

、

聯
盟
主
義
翁
と
い
ふ
べ
き
人
達
が
、

I

っ
の
國
際
協
調
論
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
'こ
と
で
あ
.る
q

國
隙
協
調
論
そ
の
も
.の
は
、
原
則
論 

と
！
て
、

i

概
に
排
斥
す
べ
き
も
办
で

.は
な
い
9

し
か
し
な
亦
ら
、
■か
れ
ら
の
國
際
韻
調
論
は
、
常
に
あ
-
る
成
心
▲
に
*

い
て
ゐ
る
o

そ 

.
の
成
心
上
は
何
'か
。
そ
れ
は
"

世
界
の
现
狀
を
_

持
す
る
こ
と
'̂

あ
る
。
聯
盟
の
ホ
力
を
形
成
る
と
す
と
■
ろ
の
英
佛
、
蔭
に
あ
り
て
、
 

そ
の
育
成
に
務
め
，て
ゐ
る
と
こ
‘ろ
の
ァ
メ
リ

.
カ
合
衆
國
が
、
現
在
の
讹
界
に
ぉ
ぃ
，て
、
有
す
る
と
こ
ろ
の
支
配
綱
の
維
持
が
"
こ
れ
で

办
，る
o'

思
紙
的
に
は
？
米
英
怫
时
デ
モ
ク
ラ
.シ
ー
で
^

る
？
そ
の
.デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
内
と
す
る
と
こ
ろ
は

 > 

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
い 

,

て
，宣
_

せ
ら
れ
た
や
う
に
'

形
式
に
.お
け
る
個
人
の
平
等
で

-
あ
り
，
國
際
間
に
お
.い
て
も
、
各
國
の
現
狀
の
ま
、
に
お
い
て
の
自
由
と 

、

平
^:

で
，あ
る
。
か
か
る
思
想
的
蒜
礎
に
お
い
て
、
國
_

係
を
律
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
*

そ
こ
•に

何

等

の

，
變

化

を

許

容

し 

M
S
O

 
. 

, 

. 

'

'

膨
料
問
趣
の
ご
と
泉
は

.

原
抓
の
分
配
の
公
平
と
い
.
ふ
，點
に
問
題
を
集
中
せ
ず
、
こ
れ
を
原
料
取
得
の
支
拂
問
題
に
轉
換
し
て
ゐ
名
。 

而
し
て
、
こ
の
問
題
^

つ
.V
>

K
も
、
最
近
の
事
態
に
お
け
る

車
備
擴
張
問
題
と
結
合
，せ
し
め
て
、
1̂
の
柳
紙
の一

手
段
A

考
へ
て
ゐ
る
0
、
 

原

料

所

m

4

け
る
，軍
備
擻
張
が
、
軍
器
そ
の
他
の
も
の
の
輸
入
の
激
增
が
所
要g

料

’の

輸

入資
金
の
減
返
を
促
進
し
て
ゐ
る
と
說 

く 
o
'
.と
の

^'
合
軍
赚
擴
張
な
る
も
の
が
、

.
如
何
な
る
理
由
に
.よ
つ
て
、
如
何
な
石
！

E

的
の
た
め
に
、
起
つ
て
ゐ
る
か
，の
現
實
問
題
に
眼

... 

. 

、
：

•
-
-
•
• 

■ 

■ 

- 

, 

. 

..U. 

>
(■ 

. 

\

を

轉

ず

る

：こ
.と

は

し

，
な

い

。

i

問
題
は
、
國
防
の
問
題
で
あ
る
が
、
國
防
は
、
そ
の
重
耍
な
面
に
お
い
-t

:
、

ー
國
の
經
濟
問
題
と
密 

接
が
關
聯
を
咏
つ
こ
と
を
認
識
じ
て
ゐ
な
いO

軍
獷
問
題
の
重
要
^

1:‘

部

ど

じ

-
て,'
原
料
取
鳴
問
題
が
あ
る
こ
と
‘は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。 

-

そ
れ
，は
、
領
域
-

^
カ
範
圍
叙A
J

の
間
題
と
し
て
現
は
れ
，て
か
，る
が
、
そ
の
重
耍
な
一
部
愐
に
お
い
て
は
、
原
料
資
源
の
陳
題
で
あ
る
。

.

.
と
の
こ
と
を
認
識
せ
ず
、
ま
た
は
‘認
識
せ
ん
と
欲
せ
ず
し
て
、
現
代
の
軍
擴
問
題
の
核
心
，を
握
る
と
と
は
出
來
な
，い
。 

. 

し
か
も
、

一

方
に
私
い
て
は
"

各
國
の
政
治
當
局
者
は
、
自
己
の
領
土
を
一
，寸
た
り
と
も
、
讓
與
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
幾
度
か 

聲
明
し
て
ゐ
る
。
原
料
問
題
が
、
白
熱
化
し
て
ゐ
た
當
時
、
各
國
は
W

領
土
の
絕
對
的
保
有
を
聲
明
し
て
ゐ
る
？

一
 

九
三
六
年
；一,

月
十 

.

二
日
、
ィ
ギ
リ
-
ス
の
1

大
&t

ト
マ
ス
は
下
院
に
お
い
て
、「

政
府
ば
英
國
植
民
地
ま
.た
は
委
饪
統
治
地
の
何
れ
を
も
、他
に
割
譲
す
る 

‘

匕
と
を
考
■へ
も
し
允
か
つ
た
し
、
現
在
^ :

お

い

て

も

考

へ

、て

ゐ

な

い

J

と

聲

，明

し

てゐ
る
。

1

九
三
六
年
四
月
に
も
、
同
じ
や
う
な
聲 

明
が
ィ
ギ
リ
ス
常
周
荠
に
お
い
.て
な
さ
れ
て
ゐ
る
o

2

寸
の
；̂
阈
の
領
十

'¥

も
外
國
の
佼
入
を
許
さ
ず」

と
す
る
の
が
"
ス
タ
ー
リ
ン 

, 

，
原

料

钱

源

間

題

に

っ

い

て

i/
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— 

’ 
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:
■

四

七'
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六

六

七

〕
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原
料
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源
問
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っ
い
て
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■

の
し
ば
し
ば
の
聲
明
で
あ
る
こ
.と
は
、
周
知
の
^

と
で
あ
る

。

.

、 

. 

へ 

'

ハ
“

，

'

:

'

.

:
 

か

く

，の

ご

と

き

狀

勢

に

お

，
い

て

、
，
た

^

原
料
問
題
1

玄
挪
手
段
の
問
賴
に
轉
化
し
1
て
ゐ
る
の
は
：
，.甚
だ
し
.い
誤
謬
と
'い
は
れ
ば
な
ら 

.
な
い
。
ま
た
聯
盟
規
約
站
十
六
條
の
侵
略
行
爲
に
對
す
る
制
裁
規
約
の
で
と
き
も
の
は
、
資
1

分
配
れ
.不
八
ム
-J
H

な
現
狀
：に
お
.い
て
は
.
、

1 

い
は
ゆ
る
持
て
る
國
の
，防
衛
並
に
攻
搫
の
•用
具
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
蚤
の
m

背

は

、

資

源

の

貧

弱

な

國

家

に

» ;
し

て
，.
'

:

極
め
て
有
力
な 

武
器
と
な
る
經
濟
對
鎖
：.で
あ
る
.
0
_
_
'
か
く
の
^

と
.き
經
濟
封
鎖
ほ
、
殆
ど
自
'給
自
足
狀
態
に
あ
'る
國
に
_

_
し
.
て
は
'
,
'
:
:̂
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し
.て
も
‘
遍

等
0

襲

.を
感

じ

；な
.

f

と
：W
-S

で
：あ
：̂

:へ
て
：
ぃ;̂
れ

岜

體

攻

鸛_

な
^

の

繁

あ

务

ぼ

：：い

袷

 

.

.か

く

：の

ご:̂
き
原
則
を
持
ち
な
が

」

b

、

r

面
に
お
い
て
、
 

■世
界
に
^

け
^

公

！

^

通

商-̂5
_
ふ
.が
ご
と
き
主
張
を
游
ク
^

ゐ
^
.
0
.か
.か
.
る

僞

瞞

的

手

段

を

も

つ

て

、

'
.
.目

際

經

濟

問_

が

解

決
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っ

ら
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の
-こ
土
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い
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：ね
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，故

ら
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,
聯

盟

に.
_翻

人

：し..て
_
ゐ
.食

い

ァ

メ4

ヵ

合

衆.房

：
態

度

は

、

毫
^

$

れ

と

異

ら.な

い

：
。
：
そ
p

a

■と

は

、

大

東

版

戰

帘

勃

發

以

前

..の

 

一r

年 

間

の

白

本

.に

對
^ -
る
ァ
メ
リ
.
i

の
經
濟
_
爭
を
み
る,

の
の#
A

も
-、■.理

解

ず

.
：

る

と
こ
^ :.
で.
あ

ら

ぅ

。

日本
.の
情
理
；を
盡
し

た
猝
明
が 

.滿
洲
巢
«

以
來
ク
.ア
>

リ
：%

に
.ょ
つ
て
_

解
さ
れ
.だ
こ
>

が
多
る
ゼ
.
あ

ち
.5
:加
0<
>

殊
に
昭
抓
十
四
年
七
^

9

^

棄
通
.世
以
來
の
經
濟
最
争
的
措
置
に
づ
.い
て
は
，
と
V

に
詳
說
本
る
必
W:

が
.&

:

w

oそ
れ
は
、
聯
盟
的

.立
#

が
何
等
問
題
の
解
決
に
寄
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圓
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^

與
す
る
こ
■
と
の
な
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と
を
示
す
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止
ま
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て
ゐ
る
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わ
れ
わ
.れ
は
、.

:

か

か
る
特
殊
國
の
..，現
狀
維
持
政
策
と
.
し
セ
.
の
聯
盟
的
思
想
.に
ょ
つ
て
‘
、

原

料

資

源

斷
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が

碎
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せ
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る

ベ

き

で
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な
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へ
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'.....

.
'い
；̂
と
：を

認.識
し
、
.'
.
.
'そ
れ
を
越
，へ.
て
進
む
こ
>

こ」

そ
V
.
親
在
.
の
必
要
'
で
ぁ
る
.
と
と
を
認
識
す
れ
ば
ょ
ぃ
。:

そ
れ
は
.‘

.廣
域
經
濟
の
確
立
，
. 

の
問
0

ゼ
.，ぁ

名

。

ゎ

机

れ

れ

は

、

'
.規
在
(0
.
.問
題
め
：解
決
を
、.
'こ
、

に

求

办

な

け

れ

ば

％

ら
；な
：ぃ
、

0
\
,
'
,
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作

業

努
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に
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も

協

同
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經
.

營

組

織

論

，研

究

の

.

.一

I

-X-»— ..

m

雄

组
it

經
濟
に
於
い
て
造
出
せ
ら
れ
る
，凡
ゆ
る
財
は
經
營
組
織
を
構
成
す
る
人
，々
の
協
同
.的
活
動
の
\
結
艰
あ
蒸
明
しp

ゐ
各
こ
と
は
明
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:r.
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ら
か
，な
とJ

U
.

ろ
，で
•

る
o.

而
し
て
i

的
：活
動
は
.、
，
何

等

か

，
の
，，

*

味
_

於
_
5そ
分
_

胸
_

活
敝
$

^
 

,統
；1.

せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ

^
 

を
眾
し
て
办
る
の
で
あ
各
。
分
業
，の
1

比
、
.其
.の
勞
働
對
象
の
性
質
を
異
.に
す
る
.か
V

或
は
仕
事
.の
技
術
的
方
法
を
異
に
す
る
か
：、

. 

更
に
又
勞
働
對
象
ネ
技
術
的
方
法
を
等
し
く
し
て
も
量
と
か
時
間
に
於
^

て
異
づ
た
‘仕
方
を
と
る
か
卜
從
つ
そ
萁
の
內
容
は
多
岐
多
端
ぐ 

で
.あ
る
。
.然
し
、
か
様
^

個
々
：
忆
分
極
化
し
ズ
ゐ
る
洛
個
人
■の
活
動
は
綜
合
を
’前
提
‘と
し
、
，其
の
'活
爾
の
.結
，艰
ゆ
叉
纏
てl

定
か
財
i
 

し
て
綜
合
的
に
表
辙
せ
b

れ
る
‘
の
で
あ
る
か
ら

U

て
分
極
の
形
態
は
寧
''
^

協
同
，の
形
態
と
し
て
'表
現
す
る
0

が
妥
當
で
あ
、，ダ

と

#
へ 

る
。
協
同
形
態
^

分
化
し
て
' 
ゐ

る

人

間

の

體
^

を
綜
合
し
て
ゐ
る
形
態
で
あ
る
い
自
つ
.
て
®

㈣

形
態
の
.
研
究
は
分
化
現
象
'の
.

^
;̂ 

な
く
し
て
‘は行はないのであ

K

o

l 

,、
 

' 

' 

'

さ
て
生
產
經
濟
は
人
の
行
動
體
系
と
し
て
見
る
と
こ
れ
^

;:

火
領
域
に
分
つ
と
と
が
川
來
る
。
竹
现
と
作
業
が
こ
れ
で
あ
る
。訃
迸
、
 

作
‘滎
努
煳
に
於
け
る
胳
R

形
態
に
つ
い
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